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一般会計9494億億8,5908,590万円万円を可決を可決
予算総額188億532万円

〈主な内訳〉
　総務費／11億1,136万円
　民生費／33億7,902万円
　衛生費／12億2,701万円
　土木費／13億4,936万円
　教育費／ 9億9,368万円

〈主な内訳〉
　町　　　税／55億8,941万円
　地方交付税／ 4億6,000万円
　国庫支出金／ 7億9,871万円
　県 支 出 金／ 5億4,401万円
　繰　入　金／ 4億7,160万円

（千円以下四捨五入）

会 計 名 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 増減率
一 般 会 計 94億8,590万円 93億3,900万円 1億4,690万円 1.6％

特　

別　

会　

計

国民健康保険 41億2,173万円 41億4,201万円 △2,028万円 △0.5％
後期高齢者医療 9億4,551万円 9億3,330万円 1,221万円 1.3％
介 護 保 険 28億2,897万円 28億5,566万円 △2,669万円 △0.9％
下 水 道 事 業 14億2,321万円 14億6,385万円 △4,064万円 △2.8％
小 計 93億1,942万円 93億9,482万円 △7,540万円 △0.8％
合　　計 188億　532万円 187億3,382万円 7,150万円 0.4％

平成29年度　各会計予算規模

町民一人あたりの町税額　約16万7,192円（前年度対比+1,977円）
人口　3万3,431人(平成29年1月1日現在 住民基本台帳人口)

歳  入歳  出
民生費
35.6%

町税
58.9%

0.6%
地方譲与税各種交付金

6.4%

地方交付税
4.8%

国庫支出金
8.4%

県支出金
5.7%

繰入金
5.0%

町債
4.2%

その他
5.9%

衛生費
12.9%

土木費
14.2%

消防費
5.8%

教育費
10.5%

公債費
5.5%

予備費
0.4%

議会費
1.8%

総務費
11.7%

農林水産業費
0.6%

商工費
0.8%

（千円以下四捨五入）

平成29年度予算
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町民一人あたりの予算額

283,746円283,746円
前年度対比+4,887円

葉山町の予算を家計に例えると…葉山町の予算を家計に例えると…葉山町の予算を家計に例えると…葉山町の予算を家計に例えると…
葉山家の年収を500 万円と仮定して家計に当てはめてみました。 ※注　（　　）内は前年度比

収収  

入入

給　料 諸手当 貯金の
取崩し 家　賃 親(国)か

らの仕送り
家の増改築など
のためのローン

生活費の
ためのローン

合　計
500万円

295万円
（△1万円）

106万円
（△1万円）

25万円
（＋5万円）

29万円
（△1万円）

24万円
（＋1万円）

0万円
（△3万円）

21万円
（±0万円）

町税 譲与税・交付金
・国県支出金 基金繰入金 使用料

手数料など
地方
交付税 町　債 臨時財政

対策債

支支  

出出

生活費 医療費 ローンの返済 家の増改築 子どもへの
仕送り その他の生活費

合　計
500万円

149万円
（△5万円）

78万円
（＋1万円）

27万円
（±0万円）

28万円
（＋4万円）

97万円
（△2万円）

121万円
（＋2万円）

人件費 扶助費 公債費 普通建設
事業費 繰出金 物件費など

（28年度・29年度は各年度末予測）
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臨時財政対策債 その他町債（※） 建設事業債

町債借入額 元金返済額

財政調整基金 公共公益施設整備基金

ふるさと葉山みどり基金 都市計画事業整備基金利子返済額

5,734 5,8075,699 5,648 5,629 5,593 5,539 5,527
5,701 5,695

1,131 1,130

2,013 1,816 1,678 1,477 1,342 1,307
1,306 1,191

4,304 4,4412,603 2,854 3,085 3,362 3,557 3,695 3,973
4,144
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869
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1,817

一般会計町債残高（借金）と基金残高（預貯金）の推移

教育基金

平成29年度予算
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予算審議総括質問予算審議総括質問

質問者の提出原稿を基に編集しています

こんな点が気がかりこんな点が気がかり

　

２
月
20
日
・
21
日
、
平
成

29
年
度
予
算
に
対
し
８
人
の

議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま

し
た
。土

佐　

洋
子

 

（
み
ん
な
の
葉
山
）

問　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

に
葉
山
ら
し
い
ヨ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｕ
Ｐ
、
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
な
ど
ス
ク
ー
ル
は
ど
う
か
。

町
長　

新
た
な
魅
力
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
良

い
こ
と
。
今
後
の
検
討
課
題
。

問　

草
津
町
と
の
姉
妹
都
市

締
結
50
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
。

教
育
部
長　

平
成
30
年
度
の

50
周
年
に
向
け
て
具
体
的
な

企
画
を
準
備
し
た
い
。

問　

Ｔ
Ｖ
Ｋ
デ
ー
タ
情
報
と

は
。

政
策
財
政
部
長　

災
害
時
に

は
防
災
行
政
無
線
の
補
完
的

な
要
素
が
あ
り
、
通
常
は
町

の
情
報
発
信
を
行
う
。

問　

東
伏
見
台
、
パ
ー
ク
・

ド
・
葉
山
四
季
、
シ
ー
ラ
イ

フ
パ
ー
ク
の
下
水
道
接
続
に

向
け
た
進
捗
は
い
か
が
か
。

環
境
部
長　

よ
り
丁
寧
に
説

明
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

地
の
管
の
調
査
委
託
費
を
補

正
予
算
で
計
上
し
た
い
。

問　

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
用

便
座
の
設
置
は
ど
ち
ら
へ
。

総
務
部
長　

葉
山
小
と
一
色

小
に
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

鈴
木　

道
子

 

（
公
明
党
）

問　

し
お
さ
い
公
園
か
ら
の

景
観
に
つ
い
て
、
電
柱
の
問

題
も
含
め
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
状
況
は
ど
う
か
。

町
長　

調
査
に
入
り
、
海
の

家
の
関
係
者
と
の
話
し
合
い

を
し
て
い
る
。
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

旧
役
場
跡
地
に
つ
い
て
、

選
挙
投
票
所
プ
レ
ハ
ブ
も
含

め
て
、
活
用
す
べ
き
だ
が
。

町
長　

担
当
課
同
士
で
議
論

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

問　

住
民
票
や
戸
籍
謄
本
を

コ
ン
ビ
ニ
等
で
取
れ
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
時
期
は
い
つ
か
。

町
長　

平
成
30
年
度
内
の
稼

働
を
目
指
し
て
い
る
。

問　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
購
入

費
に
つ
い
て
、
震
災
時
の
火

災
対
策
に
有
効
だ
が
夜
間
避

難
時
へ
の
対
応
が
問
題
だ
が
。

総
務
部
長　

懐
中
電
灯
の
必

要
性
も
併
せ
て
啓
発
す
る
。

問　

町
内
交
通
網
の
改
善
は
。

政
策
財
政
部
長　

ニ
ー
ズ
の

把
握
も
含
め
京
急
と
詰
め
る
。

問　

乳
が
ん
健
診
に
つ
い
て
、

エ
コ
ー
受
診
も
す
べ
き
だ
が
。

福
祉
部
長　

マ
ス
コ
ミ
等
の

話
は
承
知
だ
が
、
未
実
施
だ
。

感震ブレーカー感震ブレーカー

飯
山　

直
樹

 

（
民
進
党
）

問　

実
施
計
画
振
り
返
り
を

踏
ま
え
、
財
政
計
画
変
更
・

修
正
の
意
識
は
。

町
長　

定
期
的
・
客
観
的
に

棚
卸
し
す
る
必
要
が
あ
り
、

総
合
計
画
の
振
り
返
り
等
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
き
た
い
。

問　

地
方
交
付
税
等
、
国
・

県
か
ら
の
財
源
は
、
確
実
に

減
少
が
予
測
さ
れ
る
中
、
中

期
財
政
計
画
の
再
検
討
は
。

政
策
財
政
部
長　

見
直
す
必

要
性
が
あ
る
場
合
、
当
然
見

直
し
、
修
正
は
必
要
だ
。
現

状
、
想
定
の
計
画
内
だ
。

問　

県
で
は
国
か
ら
の
歳
入

不
足
が
顕
在
化
し
た
。
当
町

は
ど
う
か
。

政
策
財
政
部
長　

国
の
動
向

で
は
、
普
通
交
付
税
が
伸
び

て
い
る
の
で
、
前
年
額
以
上

と
考
え
る
。

問　

収
入
増
の
施
策
と
し
て
、

葉
山
の
強
み
を
伸
ば
す
ア
イ

デ
ア
は
。

町
長　

魅
力
会
議
等
を
通
し
、

葉
山
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
す

る
施
策
を
検
討
し
、
可
能
性

へ
挑
戦
し
た
い
。

葉山でのSUP風景葉山でのSUP風景

草津町の湯畑草津町の湯畑

HAYAMA NOTE 2017HAYAMA NOTE 2017

窪
田　

美
樹

 

（
日
本
共
産
党
）

問　

ふ
る
さ
と
納
税
は
赤
字

補
填
を
行
う
状
況
。
町
民
に

現
状
を
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
。

町
長　

伝
え
つ
つ
、
純
粋
な

寄
付
も
期
待
・
活
用
し
た
い
。

問　

高
齢
者
に
は
雪
道
す
ら

危
険
。
草
津
町
ス
キ
ー
教
室

だ
け
で
な
く
、
温
泉
利
用
の

企
画
の
考
え
は
。

政
策
財
政
部
長　

草
津
町
の

意
向
、
民
間
企
業
の
協
力
の

中
、
対
応
を
検
討
し
た
い
。

問　

近
隣
自
治
体
が
小
児
医

療
費
補
助
を
拡
充
す
る
。
住

民
誘
致
に
も
繋
が
り
拡
充
は
。

町
長　

所
得
制
限
を
設
け
て

い
な
い
の
が
葉
山
の
強
み
だ
。

問　

介
護
保
険
事
業
か
ら
一

予算審議総括質問

4議会だより　第128号

平成29年４月28日発行



般
介
護
予
防
事
業
等
に
移
行

さ
れ
、
減
額
予
算
と
な
っ
て

い
る
が
、
内
容
は
低
下
し
て

い
な
い
か
。
ま
た
、
新
規
に

要
支
援
１
・
２
に
な
っ
て
も
、

以
前
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
か
。

福
祉
部
長　

内
容
は
同
じ
で
、

新
規
も
同
じ
サ
ー
ビ
ス
だ
。

問　

汚
水
処
理
施
設
整
備
計

画
は
37
年
に
終
了
で
き
る
か
。

町
長　

新
た
な
手
法
等
取
り

入
れ
、
10
年
概
成
を
目
指
す
。

石
岡　

実
成

 

（
ソ
カ
ロ
葉
山
）

問　

平
成
27
年
度
の
事
業
振

り
返
り
結
果
を
見
て
の
率
直

な
感
想
は
。

町
長　

も
う
少
し
職
員
に
も

振
り
返
り
の
技
術
を
研
究
し

て
も
ら
い
、
次
に
生
か
せ
る

よ
う
に
、
日
常
的
に
結
果
を

引
き
出
す
癖
を
つ
け
な
が
ら
、

仕
事
、
議
論
等
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後

の
施
策
は
。

政
策
財
政
部
長　

返
礼
品
競

争
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
つ

つ
、
近
隣
自
治
体
の
状
況
を

参
考
に
、
葉
山
独
自
の
ス
タ

イ
ル
を
確
立
し
て
い
き
た
い
。

問　

資
源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
新
た
に
新
設
予
定
の
看

板
の
内
容
は
。

環
境
部
長　

回
収
終
了
看
板

と
曜
日
毎
の
回
収
案
内
を
、

頑
丈
で
見
や
す
い
物
に
す
る
。

問　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
つ
も
り
か
。

政
策
財
政
部
長　

Ｃ
Ｍ
Ｓ
化

の
導
入
を
含
め
、
完
全
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
30
年
２
月
の

導
入
を
目
指
す
。

ミックスペーパー分別袋ミックスペーパー分別袋

畑
中
由
喜
子

 （
い
き
い
き
葉
山
の
会
）

問　

行
政
運
営
は
ま
す
ま
す

創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
が
、

会
社
経
営
と
違
い
、
あ
く
ま

情
景
が
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。
こ

う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

今
回
葉
山
を
活
性
化
し
て
い

く
案
を
持
っ
て
い
る
。

問　

振
り
込
め
詐
欺
防
止
装

置
の
購
入
費
、
100
台
分
の
配

布
家
庭
の
基
準
は
。

総
務
部
長　

数
の
多
寡
は
あ

る
が
100
台
で
試
行
し
た
い
。

配
布
方
法
は
検
討
中
で
あ
る
。

しおさい公園しおさい公園

横
山　

す
み
子

 

（
新
葉
ク
ラ
ブ
）

問　

町
長
が
「
葉
山
の
弱
み
、

こ
れ
は
何
と
か
せ
ね
ば
」
と

思
う
項
目
は
何
か
。

町
長　

病
院
、
道
路
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
問
題
等
が
あ
る
。

逗
子
の
総
合
病
院
と
も
連
動

し
た
、
逗
葉
医
師
会
を
通
し

て
の
医
療
・
介
護
の
連
携
体

制
は
、
任
期
中
に
は
完
成
を

交通渋滞交通渋滞

オリンピックに期待オリンピックに期待

で
も
住
民
福
祉
を
心
が
け
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　

町
は
利
潤
で
は
な
く
、

公
益
性
を
担
保
し
な
が
ら
、

課
題
解
決
し
て
い
く
装
置
だ

と
思
う
。
効
率
性
や
効
果
を

認
識
す
べ
き
面
も
あ
り
、
バ

ラ
ン
ス
を
持
っ
て
行
政
運
営

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問　

29
年
度
の
重
点
施
策
は
。

町
長　

ま
ず
給
食
セ
ン
タ
ー

の
設
立
で
、
ぜ
ひ
食
べ
て
み

た
い
給
食
に
し
て
い
き
た
い
。

健
康
を
テ
ー
マ
に
し
て
き
た

中
で
、
神
奈
川
県
か
ら
睡
眠

を
テ
ー
マ
に
と
い
う
提
案
を

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
町
と
し
て
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
た
い
と
思
う
。

問　

総
合
計
画
実
施
計
画
の

振
り
返
り
で
は
、
達
成
率
が

低
か
っ
た
事
業
が
見
受
け
ら

れ
る
。
原
因
や
理
由
の
検
証

結
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

職
務
ご
と
に
引
継
書

が
あ
る
が
、
多
面
的
に
補
完

し
て
い
く
べ
き
な
の
で
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

笠
原　

俊
一

 

（
尚
政
会
）

問　

葉
山
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
な
っ
た
女
子
旅
き
っ
ぷ

の
経
済
効
果
や
利
用
者
数
は
。

町
長　

他
き
っ
ぷ
と
の
か
か

わ
り
か
ら
公
表
を
控
え
て
欲

し
い
と
要
望
が
あ
り
、
回
答

は
差
し
控
え
た
い
。

問　

健
康
へ
の
取
り
組
み
の

介
護
予
防
水
中
歩
行
教
室
は
。

福
祉
部
長　

新
規
に
逗
子
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
依
頼
す
る
。

問　

葉
山
の
上
質
な
空
間
、

気
品
の
あ
る
葉
山
の
魅
力
と

は
、
何
処
の
地
域
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

何
処
と
は
非
常
に
申

し
上
げ
に
く
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
空
間
と
し
て
上
質
な
も

の
も
あ
る
。
海
岸
線
は
も
と

よ
り
御
用
邸
周
辺
も
当
然
だ
。

ま
た
、
山
あ
い
に
も
美
し
い

見
た
い
。

問　

通
勤
時
間
帯
の
交
通
渋

滞
は
大
き
な
問
題
だ
。
転
居

の
要
素
に
も
な
る
。
交
通
問

題
へ
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

通
勤
時
の
渋
滞
は
自

分
も
経
験
し
た
。
バ
ス
が
い

つ
来
る
か
が
、
京
急
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
自
転
車
も

奨
励
し
た
い
。
逗
子
ロ
ー
タ

リ
ー
周
辺
の
渋
滞
は
問
題
だ

と
い
う
認
識
は
逗
子
市
長
も

持
っ
て
い
る
が
、
一
緒
に
解

決
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
は
踏
み
込
め
て
い
な
い
。

問　

公
共
施
設
の
大
規
模
修

繕
が
見
込
ま
れ
る
が
、
修

繕
・
改
修
等
の
計
画
策
定
は
。

政
策
財
政
部
長　

29
年
度
以

降
に
具
体
的
な
整
備
計
画
を

立
て
て
い
き
た
い
。

予算審議総括質問
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予
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

町
長
・
教
育
長
質
問

問　

消
防
第
６
分
団
の
詰
所

開
設
に
合
わ
せ
、
可
搬
ポ
ン

プ
積
載
車
両
を
前
倒
し
で
整

備
で
き
な
い
か
。

答　

予
定
通
り
30
年
度
に
配

備
す
る
計
画
だ
が
、
補
助
金

な
ど
の
可
能
性
を
模
索
し
、

前
向
き
に
捉
え
て
い
く
。

問　

消
防
団
員
の
報
酬
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答　

報
酬
と
し
て
適
切
か
と

言
わ
れ
た
ら
、
非
常
に
低
い

金
額
だ
。
要
望
が
あ
れ
ば
検

討
す
べ
き
課
題
だ
。

問　

葉
山
の
魅
力
創
生
・
発

信
事
業
は
、
予
算
の
委
託
先

や
内
容
が
決
ま
っ
て
い
な
い

の
で
、
認
め
ら
れ
な
い
。
ト

般
町
民
同
士
の
触
れ
合
い
の

場
を
創
出
す
べ
き
だ
が
。

答　

ど
の
よ
う
に
交
流
の
場

を
設
け
る
か
、
50
周
年
に
向

け
て
新
た
な
可
能
性
を
議
論

し
な
が
ら
模
索
し
て
い
く
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
を
や
め

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
町
と

し
て
今
後
ど
う
考
え
る
の
か
。

答　

本
来
の
趣
旨
は
大
切
で
、

上
手
に
活
用
し
葉
山
フ
ァ
ン

を
増
や
し
た
り
、
寄
付
の
文

化
を
醸
成
し
て
い
く
方
策
を

何
ら
か
講
じ
て
い
き
た
い
。

問　

平
成
29
年
度
開
催
予
定

の
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

策
定
委
員
会
の
取
り
組
み
は
。

答　

第
一
次
実
施
計
画
策
定

に
つ
い
て
は
２
回
で
行
う
が
、

町
全
体
の
施
設
の
話
は
非
常

に
難
し
い
問
題
で
、
今
後
委

員
と
協
議
の
場
を
設
け
、
委

員
会
の
方
向
性
に
つ
い
て
も

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
い
。

問　

南
郷
上
ノ
山
公
園
の
有

料
施
設
の
現
状
と
今
後
の
管

理
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

有
料
施
設
で
あ
る
と
の

認
識
を
基
本
に
、
管
理
や
整

備
に
当
た
る
。
特
に
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
様
々
な
競
技

指　
　
　

摘

１　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所

（
民
間
施
設
）
を
調
査
し

把
握
す
べ
き
で
あ
る
。

２　

国
際
姉
妹
都
市
締
結
20

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

平
成
29
年
度
中
に
は
ホ
ー

ル
ド
フ
ァ
ス
ト
ベ
イ
市
と

の
交
流
の
あ
り
方
の
方
針

を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

３　

保
育
園
に
看
護
師
を
常

駐
す
べ
き
で
あ
る
。

４　

葉
山
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
実
施
計
画

の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

策
定
委
員
会
を
積
極
的
に

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

要　
　
　

望

１　

固
定
資
産
税
（
土
地
）

の
現
況
課
税
の
強
化
の
た

め
現
況
調
査
を
行
い
適

正
・
公
平
な
課
税
の
確
保

を
図
ら
れ
た
い
。

２　

小
規
模
防
災
倉
庫
（
10

㎡
以
下
）
を
設
置
す
る
条

件
の
緩
和
を
引
き
続
き
強

く
県
へ
要
望
さ
れ
た
い
。

３　

消
火
栓
の
設
置
場
所
の

葉山中学校グラウンド葉山中学校グラウンド

都市計画道路一色・下山口線道路改良工事予定地都市計画道路一色・下山口線道路改良工事予定地

種
目
が
使
用
す
る
の
で
、
そ

の
用
途
・
競
技
に
合
っ
た
整

備
の
基
準
作
り
が
必
要
だ
。

ま
た
管
理
形
態
の
緩
さ
か
ら

勝
手
な
使
用
を
招
い
て
い
る

の
で
、
維
持
保
全
と
の
兼
ね

合
い
で
判
断
し
て
い
く
。

問　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
各
担
当

課
か
ら
理
想
的
な
ペ
ー
ジ
の

あ
り
方
を
吸
い
上
げ
、
最
終

的
な
指
示
を
出
す
べ
き
だ
が
。

答　

よ
り
早
く
情
報
発
信
し

た
い
と
の
声
か
ら
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ

化
を
図
る
こ
と
に
し
た
。
保

育
園
紹
介
や
ご
み
分
別
ペ
ー

ジ
な
ど
は
、
対
応
す
べ
き
改

善
点
と
し
て
反
映
し
て
い
く
。

審　

査　

結　

果

　
「
一
般
会
計
」「
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
」「
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
」
に
つ

い
て
は
、
賛
成
多
数
で
認
定

し
ま
し
た
。

　
「
介
護
保
険
特
別
会
計
」

「
下
水
道
事
業
特
別
会
計
」

に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で

認
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
の
指
摘
・
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

　

土
佐
洋
子
委
員
長
の
も
と
、
石
岡
実
成
副
委
員
長
、
金

崎
ひ
さ
、
窪
田
美
樹
、
待
寺
真
司
、
伊
東
圭
介
各
委
員
が
、

２
月
22
日
か
ら
５
日
間
、
葉
山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
、

都
市
計
画
道
路
一
色
・
下
山
口
線
道
路
改
良
工
事
予
定
地

等
の
現
地
調
査
を
行
い
、
関
係
部
課
長
等
の
出
席
を
求
め
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
町
長
、
教
育
長
及
び

副
町
長
の
出
席
を
求
め
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ッ
プ
の
考
え
方
が
必
要
だ
が
。

答　

制
度
的
な
面
か
ら
ご
理

解
を
願
う
。
個
人
的
に
は
田

ん
ぼ
を
活
用
し
て
、
自
然
や

食
と
繋
げ
て
い
き
た
い
。

問　

草
津
町
と
の
姉
妹
都
市

交
流
事
業
の
拡
充
に
は
、
一

シ
ス
テ
ム
構
築
を
検
討
さ

れ
た
い
。

４　

図
書
館
の
冷
水
機
撤
去

に
伴
い
、
他
の
給
水
サ
ー

ビ
ス
を
検
討
さ
れ
た
い
。

５　

公
共
施
設
課
の
技
術
職

員
の
増
員
に
さ
ら
な
る
努

力
を
図
ら
れ
た
い
。

６　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策

定
の
準
備
作
業
を
速
や
か

に
進
め
ら
れ
た
い
。

７　

観
光
振
興
策
の
充
実
を

図
ら
れ
た
い
。

８　

消
防
団
員
の
出
動
手
当

の
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

９　

町
有
料
施
設
に
つ
い
て

は
適
正
な
管
理
を
図
ら
れ

た
い
。

予算特別委員会審査報告
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本会議における平成29年度の予算審議結果
金崎ひさ・石岡実成・山田由美・待寺真司・畑中由喜子・窪田美樹の各議員が討論を行いました

主な討論内容

各会計別予算審議の結果

一般会計
・ 地域手当の国公準拠支給率で3500万円の財源が確
保できた。
・ 町ホームページのリニューアルなど、町の魅力を
再発信するための議論の場が設置される。
・ 防犯カメラの設置費補助金など、防災防犯に強い
まちづくりを意識している。
・ 中学校教育振興運営事業で、代表生徒派遣奨励費
が新規に計上された。
・ 感震ブレーカー購入費助成や振り込め詐欺防止装
置購入費助成は町民の安心安全に大いに資する。
・ ミックスペーパー回収袋と添付チラシの製作、資
源ステーションの看板製作などは、町の環境美化
推進に大いに資する。
・ 新規に取り組む在宅医療・介護連携推進事業や、未
病サミットかながわは町民の安心や健康に寄与す
る。
・ 合併処理浄化槽補助事業では、新たに増改築に際
しても補助することにし設置が進む。
・ 狂犬病対策事業では犬用のケージの購入とマイク
ロチップリーダーの購入をし、ペットとともに暮
らす家族にとり、より安心が増す施策だ。
・ 河川維持補修事業では、一色前田川沿いの護岸崩
落への対策工事費など大幅な増額で、住民の安心
安全に資する。
・ 葉山体操の簡単版を考え、イベント参加や生活習
慣の改善など町民の健康増進に寄与している。

介護保険特別会計
・ 一般介護予防事業として認知症対策への取り組み、
介護予防水中歩行教室などの事業拡大をした。

下水道事業特別会計
・ 下山口地区の約81ヘクタールを加え、約472ヘク
タールに認可区域を拡大し、官民連携事業を活用し
たモデル都市として事業推進を図っていくこと。
・ ３団地のコミプラについて、環境部を中心に地元
への理解を深める活動に積極的に取り組む等、水
環境の整備を推進している。

◎一般会計 賛成多数
◎国民健康保険特別会計 賛成多数
◎後期高齢者医療特別会計 賛成多数
◎介護保険特別会計 全会一致
◎下水道事業特別会計 賛成多数

賛成
一般会計
・ （仮称）葉山の魅力を高める実行委員会への補助
金について、町長の明確な指針も示されず、目的
も運営母体も明確でない。

・ 学校給食センター建設に要する費用の総額が示
されていない。

・ 下水道事業への繰り出し金が多すぎる。

国民健康保険特別会計
・ 被保険者が安心して必要な医療を受けられるよ
う保険料の抑制に努める必要がある。

後期高齢者医療特別会計
・ 高齢者人口が増え、医療費が増加し保険料が増加
する。

・ 高齢者の生活や命を脅かす医療・保険制度そのも
のに反対である。

下水道事業特別会計
・ 一般会計からの繰り入れが多い。
・ 下山口地区の下水道工事を進めるべきではない。

反対

可
決

予 算 審 議 結 果
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こんなことを決めました
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こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

　

２
月
14
日
か
ら
３
月
17

日
ま
で
開
催
。
補
正
予
算

や
議
案
な
ど
を
審
査
し
、

一
般
質
問
は
12
人
が
行
い

ま
し
た
。

■
平
成
28
年
度
葉
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

 

（
１
億
９
９
２
９
万
円
）

歳
入
概
要

●

民
生
費
国
庫
負
担
金

 

（
１
３
９
６
万
円
）

　

障
害
者
自
立
支
援
や
発
達

児
童
支
援
等
の
更
正
増

●

教
育
費
国
庫
補
助
金

 

（
３
１
２
３
万
円
）

　

学
校
耐
震
化
や
葉
山
中
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
た
め

●

不
動
産
売
払
収
入

 

（
１
５
７
０
万
円
）

　

旧
役
場
前
バ
ス
ベ
イ
設
置

に
伴
う
一
部
の
土
地
の
売
却

収
入

●

一
般
寄
付
金
91
件

 

（
１
５
０
３
万
円
）

●

町
債 

（
１
億
５
千
万
円
）

　

学
校
耐
震
化
や
葉
山
中
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
た
め

歳
出
概
要

● 

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
推
進
事
業
補
助
金

 
（
130
万
円
）

　

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
補
助

● 

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

等
負
担
金 

（
625
万
円
）

　

利
用
者
増
に
伴
う
更
正
増

●

小
児
医
療
助
成
事
業

 

（
477
万
円
）

　

感
染
症
等
の
流
行
に
よ
る

更
正
増

● 

発
達
障
害
児
等
支
援
推
進

事
業 

（
１
２
８
４
万
円
）

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

等
の
利
用
者
増
加
の
た
め

● 

廃
棄
物
資
源
化
・
処
分
事

業 

（
315
万
円
）

　

可
燃
ご
み
の
増
加
に
よ
る

更
正
増
と
、
逗
子
市
と
の
共

同
処
理
延
期
に
伴
う
更
正
減

の
合
計

● 

「
ま
ご
こ
ろ
」
教
育
推
進

事
業 

（
84
万
円
）

　

高
校
奨
学
金
給
付
者
が
増

え
た
た
め
の
更
正
増

●

中
学
校
管
理
事
業

 

（
１
億
５
５
０
０
万
円
）

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

主
な
質
疑

問　

91
件
の
寄
付
金
の
う
ち
、

高
額
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
。

答　

100
万
円
以
上
２
人
、
１

千
万
以
上
１
人
の
高
額
納
税

が
あ
っ
た
。

問　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
率
を
上
げ
る
施
策
は
。

答　

広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
。

確
定
申
告
や
、
計
画
中
の
コ

ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
発
行
に

も
必
要
と
な
る
。
番
号
自
体

は
す
で
に
通
知
さ
れ
、
国
と

し
て
税
務
の
向
上
を
目
指
す
。

災
害
時
の
個
人
確
定
に
も
有

効
だ
。
今
後
、
徐
々
に
制
度

が
浸
透
す
る
と
考
え
る
。

問　

可
燃
ご
み
の
減
量
が
進

ん
で
い
な
い
が
。

答　

火
災
が
２
件
あ
り
、
５

棟
の
被
災
か
ら
90
㌧
弱
の
ご

み
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
事

業
系
ご
み
が
増
加
し
た
。

　

な
お
、
持
ち
込
み
ご
み
は

有
料
化
後
３
割
減
っ
た
。

問　

火
事
の
被
災
者
の
費
用

負
担
は
、
重
く
な
っ
た
の
か
。

答　

火
災
保
険
の
補
償
対
象

分
は
除
い
て
、
町
が
処
分
す

る
。

問　

火
災
保
険
に
入
っ
て
い

な
い
場
合
は
、
町
が
負
担
す

る
の
か
。

答　

個
別
相
談
な
ど
、
一
定

の
考
慮
は
す
る
。
技
術
的
に

処
理
で
き
な
い
建
築
材
料
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
目

は
、
従
前
通
り
の
扱
い
だ
。

問　

逗
子
市
と
の
ご
み
共
同

処
理
の
試
行
が
、
延
期
に
な

っ
た
。
し
わ
寄
せ
を
受
け
た

業
者
が
、
処
理
単
価
を
上
げ

て
く
る
こ
と
は
な
い
か
。

答　

３
社
の
う
ち
１
社
が
、

配
車
の
関
係
等
で
単
価
を
上

げ
た
。
今
後
の
教
訓
と
す
る
。

問　

旧
役
場
前
の
バ
ス
ベ
イ

が
、
予
定
日
を
過
ぎ
て
も
供

用
開
始
さ
れ
て
い
な
い
。

答　

２
月
20
日
に
バ
ス
停
が

設
置
で
き
る
。
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
設
置
場
所
が
間
違
っ
て

い
た
た
め
、
遅
れ
が
出
た
。

問　

バ
ス
ベ
イ
の
土
地
は
県

定例会
第1回

の
鑑
定
額
で
売
却
し
た
が
、

町
は
鑑
定
し
な
い
の
か
。

答　

一
応
の
精
査
は
し
た
。

鑑
定
士
が
行
う
の
で
、
大
き

な
誤
差
は
な
い
。

問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ

る
学
級
閉
鎖
な
ど
、
メ
デ
ィ

ア
に
情
報
を
伝
え
な
い
の
か
。

答　

情
報
提
供
し
た
こ
と
は

な
い
。
町
と
教
育
委
員
会
に

は
、
随
時
報
告
し
て
い
る
。

プ
レ
ス
発
表
は
、
町
と
相
談

し
調
整
す
る
。

問　

長
柄
に
建
設
予
定
の
地

域
密
着
型
介
護
施
設
は
、
社

会
福
祉
法
人
格
を
取
れ
た
の

か
。

答　

県
の
決
裁
に
回
っ
て
い

る
状
況
だ
。

問　

発
達
障
害
児
等
支
援
推

進
事
業
の
利
用
者
は
、
当
初

見
込
み
を
上
回
る
と
聞
く
が
。

答　

児
童
発
達
支
援
が
７
人
、

放
課
後
等
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
が
18
人
、
合
わ
せ
て
25
人

が
町
内
外
の
10
施
設
を
利
用

し
て
い
る
。
町
内
で
は
１
カ

所
増
え
て
、
２
施
設
に
な
っ

た
影
響
が
あ
る
。
全
体
に
、

利
用
回
数
も
増
え
て
い
る
。

問　

高
齢
者
施
設
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
場
所
は
。
防
犯

と
交
通
安
全
、
ど
ち
ら
の
た

め
か
。

答　

設
置
場
所
は
把
握
し
て

い
な
い
。
防
犯
の
た
め
だ
。

問　

葉
山
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
は
、
金
額
が
１
億
５

５
０
０
万
円
と
非
常
に
大
き

い
。
詳
し
い
説
明
が
ほ
し
い
。

答　

土
を
10
㌢
掘
っ
て
、
新

し
い
土
を
入
れ
る
。
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
や
砂
場
、
鉄
棒
、

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
等
も
更
新
す

る
。
平
成
４
年
度
に
整
備
し

た
き
り
な
の
で
、
荒
れ
て
い

る
。
整
備
後
は
、
ス
パ
イ
ク

を
使
用
し
た
後
の
整
地
等
、

利
用
方
法
を
定
め
た
い
。

問　

工
事
期
間
は
。

答　

11
月
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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の
後
、
年
明
け
に
か
け
て
作

業
す
る
。
代
替
地
は
、
南
郷

公
園
や
小
学
校
と
す
る
。

問　

高
校
生
奨
学
給
付
金
の

利
用
者
が
、
見
込
み
よ
り
増

え
た
理
由
は
。

答　

見
込
み
は
40
人
で
、
認

定
は
55
人
に
な
っ
た
。
当
初

の
算
定
の
粗
さ
と
、
転
入
者

分
も
考
え
ら
れ
る
。

問　

半
年
分
の
交
付
と
す
る

と
、
金
額
が
半
端
だ
が
。

答　

３
人
に
対
し
、
２
カ
月

分
を
途
中
認
定
で
支
給
し
た
。

転
入
な
の
か
、
申
請
遅
れ
な

の
か
は
不
明
だ
。

問　

他
に
も
、
申
請
も
れ
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
広
報

の
仕
方
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答　

該
当
す
る
家
庭
に
は
、

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
知
ら

せ
た
。
後
期
の
支
給
に
向
け

て
も
周
知
し
た
い
。

問　

Ｏ
Ａ
化
事
業
は
配
線
の

や
り
直
し
費
用
か
。
な
ぜ
当

初
予
算
に
組
み
入
れ
な
か
っ

た
の
か
。

答　

一
階
窓
口
の
ロ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
化
に
伴
い
、
座
席
を

移
動
す
る
。
配
置
換
え
か
ら

一
年
間
様
子
を
見
て
検
証
し

た
の
で
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル

等
設
備
の
再
配
置
を
行
う
。

■
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算 

（
△
１
８
７
８
万
円
）

主
な
質
疑

問　

下
水
道
工
事
の
落
札
額

が
、
元
値
の
半
分
以
下
だ
が
。

答　

業
者
の
企
業
努
力
だ
と

思
う
。
見
積
も
り
が
甘
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。

■
平
成
28
年
度
葉
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

三
ヶ
岡
山
緑
地
津
波
避
難

路
工
事
の
繰
越
明
許
に
つ
い

て主
な
質
疑

問　

防
災
に
関
わ
る
こ
と
な

の
で
予
算
執
行
は
早
く
す
べ

き
だ
と
指
摘
し
た
が
、
な
ぜ

繰
越
に
な
っ
た
の
か
。

答　

関
係
機
関
と
の
協
議
に

時
間
が
か
か
っ
た
。
地
元
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
待
避
所
に

つ
い
て
は
、
ね
ば
り
強
く
交

渉
し
た
。
防
災
安
全
課
だ
け

で
は
対
応
が
難
し
い
の
で
、

他
課
と
の
横
連
携
が
必
要
だ

と
い
う
の
が
反
省
点
だ
。

問　

完
成
予
定
は
。

答　

６
月
中
が
目
標
だ
。

問　

あ
の
山
は
、
ヤ
ブ
カ
ラ

シ
や
ク
ズ
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

完
成
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、

ど
こ
が
行
う
の
か
。

答　

階
段
周
り
は
町
中
心
だ

が
、
町
内
会
と
も
管
理
規
定

に
つ
い
て
協
定
を
結
ぶ
。
ヤ

ブ
カ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
、
県

の
公
園
管
理
課
と
相
談
す
る
。

問　

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
か

ら
避
難
路
に
下
り
て
く
る
こ

と
は
で
き
る
の
か
。

答　

普
段
は
、
下
り
ら
れ
な

い
よ
う
施
錠
す
る
。
海
岸
部

の
登
り
口
か
ら
は
、
通
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問　

夜
間
の
照
明
は
。

答　

県
道
側
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
設
置
し
て
あ
り
、
避
難

路
使
用
時
だ
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

が
つ
く
。

■
平
成
29
年
度
葉
山
町
一
般

会
計
補
正
予
算 
（
320
万
円
）

　

葉
山
町
消
防
団
第
６
分
団

詰
所
解
体
工
事
関
連
経
費

主
な
質
疑

問　

補
正
予
算
を
出
す
の
が

早
す
ぎ
る
。
そ
の
事
情
は
。

答　

第
６
分
団
の
土
地
は
、

御
霊
神
社
の
氏
子
会
か
ら
半

世
紀
以
上
無
償
で
借
り
て
い

る
。
２
月
１
日
の
会
合
で
、

新消防第６分団詰所新消防第６分団詰所

て
返
還
と
書
い
て
あ
る
。
解

体
工
事
の
予
算
は
、
新
築
予

算
を
組
ん
だ
28
年
度
に
計
上

し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
の
で

は
。

答　

上
屋
を
残
し
て
お
い
て

い
い
と
い
う
話
も
出
て
い
た
。

原
状
回
復
が
確
定
し
た
の
が

２
月
１
日
だ
。

■
葉
山
町
職
員
の
育
休
業
等

に
関
す
る
条
例
及
び
葉
山
町

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

育
児
・
介
護
の
支
援
に
向

け
た
法
律
改
正
に
伴
う
改
正

主
な
質
疑

問　

育
児
休
暇
は
前
か
ら
あ

っ
た
と
思
う
が
、
介
護
休
業

は
ま
だ
な
じ
み
が
な
い
制
度

だ
。
過
去
に
、
介
護
休
業
の

利
用
者
は
い
た
か
。

答　

今
の
と
こ
ろ
、
実
績
は

な
い
。

問　

利
用
で
き
る
の
は
、
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を

介
護
す
る
場
合
だ
け
か
。
何

ら
か
の
規
則
は
あ
る
の
か
。

答　

規
則
は
ま
だ
検
討
し
て

い
な
い
。
負
傷
、
疾
病
、
老

齢
等
、
一
週
間
以
上
何
ら
か

の
支
障
が
あ
る
場
合
と
考
え

て
い
る
。

問　

職
員
で
、
介
護
を
抱
え

て
い
る
人
が
い
な
い
は
ず
は

な
い
。
こ
の
制
度
を
使
い
や

す
い
職
場
環
境
な
の
か
。

答　

介
護
休
業
を
取
り
に
く

い
わ
け
で
は
な
い
。
申
請
が

あ
れ
ば
受
理
す
る
。

問　

養
親
里
親
も
利
用
で
き

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
葉
山

町
で
の
実
例
は
。

答　

町
内
に
つ
い
て
は
答
え

ら
れ
な
い
が
、
県
内
で
は
200

組
あ
る
。

■
葉
山
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

外
国
居
住
者
等
の
所
得
に

関
す
る
法
律
改
正
に
伴
う
改

正主
な
質
疑

問　

外
国
に
居
住
し
て
い
る

日
本
人
に
適
用
す
る
の
か
。

ま
た
、
減
額
の
算
定
と
な
る

の
か
。

答　

そ
の
通
り
だ
。

問　

町
内
に
住
ん
で
い
る
人

で
適
用
さ
れ
る
人
は
。

答　

平
成
28
年
度
分
に
つ
い

て
は
不
明
だ
。
そ
れ
以
前
で

は
い
な
い
。

氏
子
会
か
ら
土
地
返
還
の
希

望
が
出
た
た
め
、
な
る
べ
く

早
く
お
返
し
す
る
べ
き
と
考

え
た
。

問　

土
地
使
用
の
契
約
書
を

見
る
と
、
平
成
21
年
に
契
約

満
了
に
な
っ
て
い
る
が
。

答　

そ
の
当
時
は
、
自
動
的

に
10
年
更
新
で
き
る
も
の
と

考
え
た
。

問　

町
長
が
代
わ
っ
た
時
な

ど
に
、
契
約
更
新
し
て
お
く

べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。
過
去

に
は
、
口
約
束
で
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
た
こ
と
も
あ
る
。

答　

文
書
に
す
る
必
要
は
あ

る
。

問　

契
約
書
で
は
、
貸
付
期

間
満
了
時
に
は
原
状
回
復
し
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■
葉
山
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

保
険
料
減
額
の
判
定
に
係

る
所
得
の
上
限
額
緩
和
に
関

す
る
改
正

主
な
質
疑

問　

保
険
料
減
額
の
対
象
世

帯
数
は
。

答　

５
割
減
額
の
世
帯
数
は

493
世
帯
か
ら
510
世
帯
へ
、
２

割
減
額
は
464
世
帯
か
ら
468
世

帯
へ
増
え
る
。

■
陳
情　

刑
法
犯
及
び
特
別

法
犯
議
員
の
除
名
お
よ
び
判

決
確
定
ま
で
の
報
酬
差
し
止

め
に
関
す
る
条
例
改
正
を
求

め
る
（
再
提
出
）（
詳
細
は
12

ペ
ー
ジ
参
照
）

■
陳
情
書
「
若
者
も
高
齢
者

も
安
心
で
き
る
年
金
制
度
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る

委
員
長
に
対
す
る
主
な
質
疑

問　

５
項
目
の
実
現
に
は
財

源
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
委
員
の
言
及
は
。

答　

特
に
な
か
っ
た
が
、
国

予
算
に
無
駄
が
あ
る
の
で
は

と
い
う
意
見
は
出
た
。

問　

最
初
は
４
人
が
趣
旨
了

承
だ
っ
た
が
、
後
で
全
員
一

致
の
採
択
と
な
っ
て
驚
い
た
。

な
ぜ
か
。

答　

各
委
員
の
考
え
だ
。
陳

情
者
の
願
意
を
汲
ん
だ
。

反
対
討
論
（
土
佐
）

　

趣
旨
は
わ
か
る
が
、
財
源

の
あ
て
が
な
い
の
に
意
見
書

を
出
す
の
は
無
責
任
。
次
の

世
代
に
つ
け
が
回
る
。
27
年

に
、
議
会
と
し
て
消
費
税
増

税
に
反
対
し
た
こ
と
と
矛
盾

し
て
い
る
。

賛
成
討
論
（
窪
田
、
鈴
木
）

　

年
金
額
は
実
質
低
下
し
、

高
齢
者
の
暮
ら
し
は
深
刻
だ
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
も
増
え
て

い
る
。
最
低
保
障
年
金
制
度

が
必
要
。
年
金
が
増
え
れ
ば

地
域
の
消
費
も
増
え
る
の
で
、

経
済
の
好
循
環
に
つ
な
が
る
。

支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ

を
し
な
い
こ
と
も
重
要
。

　

財
政
負
担
は
危
惧
し
て
い

る
。
こ
の
５
項
目
は
理
想
で

あ
る
。
町
民
の
思
い
と
し
て

受
け
止
め
た
。

■
人
間
ら
し
い
生
活
の
保
障

を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
陳
情

賛
成
討
論
（
窪
田
）

　

陳
情
者
か
ら
、
生
活
保
護

受
給
者
の
実
態
等
を
聞
い
た
。

不
正
受
給
の
割
合
は
0.5
％
に

す
ぎ
な
い
。
生
活
保
護
基
準

額
が
下
が
る
と
、
国
民
生
活

の
最
低
ラ
イ
ン
が
引
き
下
げ

ら
れ
る
。
こ
の
３
項
目
で
は

足
り
な
い
が
、
ま
ず
こ
れ
だ

け
で
も
国
へ
意
見
を
上
げ
た

い
。

■
平
成
29
年
度
か
ら
の
特
別

徴
収
額
の
決
定
・
変
更
通
知

書
に
受
給
者
の
個
人
番
号
を

記
載
す
る
件
に
関
す
る
陳
情

書
（
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
参

照
）

■
逗
葉
新
道
通
行
料
金
の
無

料
化
を
求
め
る
意
見
書
（
詳

細
は
15
ペ
ー
ジ
参
照
）

■
専
決
処
分
の
報
告

　

池
上
十
字
路
付
近
で
の
救

急
車
の
接
触
事
故
に
つ
い
て

（
和
解
及
び
損
害
賠
償
）

28年度歳入歳出予算の総額 単位：千円（千円以下四捨五入）

会　　計　　名 補正前の予算額 補正予算額 補正後の予算額

一　般　会　計 10,117,569 199,299 10,316,868

特
別
会
計

国民健康保険 4,230,565 67,402 4,297,967

後期高齢者医療 976,633 0 976,633

介護保険 2,993,308 0 2,993,308

下水道事業 1,473,162 △18,782 1,454,380

小　　　計 9,673,668 48,620 9,722,288

合　　　　計 19,791,237 247,919 20,039,156

総
務
建
設

平
成
29
年
度
か
ら
の
特
別
徴

収
額
の
決
定
・
変
更
通
知
書

に
受
給
者
の
個
人
番
号
を
記

載
す
る
件
に
関
す
る
陳
情
書

　

特
別
徴
収
額
の
決
定
・
変

更
通
知
書
に
受
給
者
の
個
人

番
号
を
記
載
す
る
こ
と
は
個

人
情
報
の
漏
洩
・
流
出
の
危

険
性
の
増
大
と
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
、
事
業
者
と
自
治
体

の
負
担
増
と
な
る
こ
と
か
ら
、

１　

平
成
29
年
度
か
ら
の

「
給
与
所
得
等
に
係
る
市

町
村
民
税
・
道
府
県
民
税

　

特
別
徴
収
額
の
決
定
・

変
更
通
知
書
（
特
別
徴
収

義
務
者
用
）」（
第
三
号
様

式
）
に
受
給
者
の
個
人
番

号
を
記
載
し
な
い
こ
と
。

２　

上
記
通
知
書
に
個
人
番

号
の
記
載
欄
を
追
加
し
た

「
地
方
税
法
施
行
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
27
年
総
務
省
令
第

91
号
）」
の
撤
回
を
求
め

る
旨
の
意
見
書
を
国
に
提

出
す
る
こ
と
。

　

以
上
２
点
を
求
め
て
い
ま

す
。

　

審
査
で
は
、
担
当
課
か
ら

「
受
給
者
の
個
人
番
号
を
未

記
入
で
発
送
し
て
も
、
通
知

書
と
し
て
の
効
力
は
成
立
す

る
と
の
見
解
を
、
公
式
で
は

な
い
が
総
務
省
が
示
し
て
い

る
と
の
情
報
を
得
て
い
る
。

町
で
は
、
受
給
者
の
個
人
番

号
は
下
４
桁
の
み
表
示
す
る

方
向
で
検
討
中
で
あ
る
」
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
「
通
知
書
に

個
人
番
号
が
未
記
入
で
あ
っ

て
も
事
業
者
に
は
支
障
が
な

い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
にマイナちゃんマイナちゃん

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
長
の
提
出
原
稿
を
基
に
編
集
し
て
い
ま
す
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ら
に
年
金
が
切
り
下
げ
ら
れ

る
恐
れ
も
あ
り
、
国
に
働
き

か
け
を
行
う
べ
き
だ
」
と
の

意
見
に
よ
り
、
全
会
一
致
で

採
択
し
、
国
に
意
見
書
を
提

出
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

人
間
ら
し
い
生
活
の
保
障
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
陳
情

　

平
成
23
年
か
ら
平
成
27
年

に
か
け
、
生
活
保
護
基
準
費

及
び
冬
季
加
算
、
年
末
一
時

扶
助
費
が
切
り
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
生
活
保
護
受
給

者
は
非
常
に
厳
し
い
生
活
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
国
は

人
間
ら
し
い
生
活
を
国
民
全

て
に
保
障
す
べ
き
だ
が
、
厚

生
労
働
省
は
生
活
保
護
費
の

さ
ら
な
る
切
下
げ
を
図
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、

１　

テ
レ
ビ
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
一
時
扶
助
の
項
目

に
入
れ
る
こ
と
。

２　

生
活
保
護
利
用
者
援
護

の
た
め
、
夏
季
、
年
末
の

福
祉
手
当
を
国
の
制
度
と

し
て
創
設
す
る
こ
と
。

３　

母
子
加
算
を
は
じ
め
と

す
る
加
算
、
扶
助
費
等
の

見
直
し
を
や
め
、
生
活
保

護
基
準
費
を
削
減
前
に
戻

す
こ
と
。

　

以
上
３
点
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

も
の
で
す
。

　

委
員
の
総
意
と
し
て
「
陳

情
の
求
め
る
３
項
目
の
み
解

決
し
て
も
、
生
活
保
護
受
給

者
の
生
活
水
準
が
充
分
に
は

改
善
さ
れ
な
い
が
、
ま
ず
は

本
陳
情
を
採
択
し
、
３
項
目

に
つ
い
て
国
に
意
見
書
を
提

出
す
べ
き
だ
」
と
の
意
見
で

ま
と
ま
り
、
全
会
一
致
で
採

択
し
、
国
に
意
見
書
を
提
出

す
べ
き
と
し
ま
し
た

　

な
お
、
陳
情
審
査
に
当
た

り
、
議
会
基
本
条
例
第
５
条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

２
月
７
日
に
陳
情
提
出
人
の

意
見
陳
述
の
機
会
を
設
け
ま

し
た
。

所
管
事
務
調
査

　

文
化
協
会
と
の
意
見
交
換

会
の
席
上
で
指
摘
を
受
け
た
、

福
祉
文
化
会
館
所
有
の
「
所

作
台
」
の
管
理
状
況
を
、
２

月
13
日
に
正
副
委
員
長
及
び

事
務
局
で
現
地
踏
査
し
た
際

の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

換
気
に
注
意
し
て
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
梅
雨
の
時

期
に
は
よ
り
一
層
の
管
理
体

制
を
強
化
す
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。
21
枚
全
て
を
目
視

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一

部
に
は
状
態
が
良
く
な
い
も

の
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

委
員
長　

待
寺
真
司福祉文化会館の所作台福祉文化会館の所作台

対
す
る
住
民
の
不
信
感
を
考

慮
し
、
通
知
書
に
個
人
番
号

は
記
載
す
べ
き
で
な
い
」
と

い
う
採
択
を
求
め
る
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
自
体
は
諸
手
続
き

の
簡
素
化
や
二
重
課
税
が
な

く
な
る
等
、
国
民
の
公
平
性

に
資
す
る
も
の
と
判
断
す
る
。

本
町
は
、
個
人
番
号
の
漏
洩

や
誤
配
等
の
危
険
性
を
回
避

す
る
た
め
適
切
な
処
理
を
と

る
予
定
で
あ
り
、
本
町
の
対

応
は
陳
情
の
願
意
を
満
た
し

て
い
る
」
と
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
議
論
の
後
「
省
令

の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
す
る
に
は
至
ら
な
い
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
懸
念

す
る
陳
情
者
の
願
意
は
十
分

理
解
で
き
る
」
と
の
意
見
が

大
勢
を
占
め
、
協
議
の
結
果
、

全
会
一
致
に
よ
り
趣
旨
了
承

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
お
け
る
自
治
体
と
民
間

事
業
者
間
の
情
報
漏
洩
・
情

報
管
理
や
事
務
費
用
負
担
な

ど
の
懸
念
さ
れ
る
問
題
に
つ

い
て
国
に
意
見
書
を
提
出
す

べ
き
と
意
見
が
一
致
し
、
今

議
会
中
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査

●

葉
山
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

●

特
定
開
発
事
業
（
葉
山
町

下
山
口
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
）
に

つ
い
て

●

第
四
次
葉
山
町
総
合
計
画

実
施
計
画
事
業
の
振
り
返
り

に
つ
い
て

 

委
員
長　

横
山
す
み
子

教
育
民
生

陳
情
書
「
若
者
も
高
齢
者
も

安
心
で
き
る
年
金
制
度
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書
」

　

年
金
額
の
実
質
低
下
に
加

え
、
消
費
税
増
税
、
物
価
上

昇
、
住
民
税
・
医
療
・
介
護

保
険
料
等
の
負
担
増
に
よ
り
、

高
齢
者
・
年
金
生
活
者
は
食

生
活
を
切
り
詰
め
、
通
院
も

控
え
ざ
る
を
得
な
い
深
刻
な

実
態
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

１　

年
金
の
隔
月
支
給
を
国

際
水
準
並
み
に
毎
月
支
給

に
改
め
る
こ
と
。

２　

年
金
を
毎
年
引
き
下
げ

る
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
」
を
廃
止
す
る
こ
と
。

３　

全
額
国
庫
負
担
の
「
最

低
保
障
年
金
制
度
」
を
早

期
に
実
現
す
る
こ
と
。

４　

年
金
支
給
開
始
年
齢
は

こ
れ
以
上
引
き
上
げ
な
い

こ
と
。

５　

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
対
し
株
式

投
資
を
や
め
安
定
的
な
運

用
を
す
る
よ
う
指
導
す
る

こ
と
。

　

以
上
５
点
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

も
の
で
す
。

　
「
支
え
る
側
の
若
年
層
に

と
っ
て
は
負
担
が
増
え
る
が
、

年
金
受
給
資
格
の
あ
る
住
民

に
は
、
本
陳
情
内
容
は
当
然

で
、
住
民
の
生
活
水
準
の
維

持
向
上
を
考
え
る
べ
き
で
、

採
択
し
国
に
意
見
書
を
提
出

す
べ
き
だ
」「
陳
情
項
目
す

べ
て
に
賛
同
で
き
な
い
が
、

国
に
年
金
制
度
の
再
考
を
求

め
る
た
め
意
見
書
を
提
出
す

べ
き
だ
」「
年
金
制
度
改
正

は
制
度
維
持
の
た
め
で
、
年

金
生
活
者
の
維
持
に
は
ま
っ

た
く
繋
が
ら
な
い
。
今
後
さ
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議
会
運
営

陳
情　

刑
法
犯
及
び
特
別
法

犯
議
員
の
除
名
お
よ
び
判
決

確
定
ま
で
の
報
酬
差
し
止
め

に
関
す
る
条
例
改
正
を
求
め

る
（
再
提
出
）

　

刑
法
犯
及
び
特
別
法
犯
で

有
罪
が
確
定
し
た
現
職
議
員

に
地
方
自
治
法
第
134
条
の
規

定
に
よ
る
懲
罰
を
科
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
条
例
の
改

正
を
求
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　

審
査
で
は
「
議
会
で
は
罪

を
犯
し
た
議
員
に
対
し
ど
の

よ
う
な
対
応
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
か
検
討
す
る
た
め
、

専
門
的
知
見
に
よ
る
調
査
を

依
頼
し
調
査
報
告
書
が
提
出

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
報

告
書
で
は
、
関
係
条
例
の
整

備
を
提
言
さ
れ
、
条
例
改
正

等
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
。
ま
た
、
国
に
対
し

禁
錮
以
上
の
有
罪
判
決
が
確

定
し
刑
の
執
行
猶
予
が
付
い

た
場
合
も
被
選
挙
権
の
欠
格

事
項
と
な
る
よ
う
公
職
選
挙

法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

を
提
出
し
、
今
後
さ
ら
に
要

望
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
を

決
め
て
い
る
。
本
陳
情
の
願

意
に
完
璧
に
沿
う
も
の
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
議

会
と
し
て
今
後
も
取
り
組
ん

で
い
く
方
針
で
あ
る
」「
陳

情
項
目
の
２
点
目
に
つ
い
て

は
、
判
決
が
確
定
す
る
ま
で

の
期
間
、
保
釈
さ
れ
て
い
れ

ば
議
員
活
動
が
で
き
る
た
め
、

報
告
書
に
も
あ
る
よ
う
に
議

員
と
し
て
活
動
が
で
き
る
期

間
に
お
い
て
議
員
報
酬
を
差

し
止
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
陳
情
の
願
意
は
十
分

に
理
解
で
き
る
も
の
で
あ

る
」
と
の
意
見
で
ま
と
ま
り
、

全
会
一
致
に
よ
り
趣
旨
了
承

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

●
専
門
的
知
見
の
活
用

　

山
梨
学
院
大
学
法
学
部
政

治
学
科　

江
藤
俊
昭
教
授
に

依
頼
し
た
「
犯
罪
を
犯
し
た

議
員
に
対
す
る
議
会
の
条
例

制
定
に
関
す
る
調
査
」
に
関

す
る
調
査
報
告
・
意
見
交
換
。

●
町
民
と
の
会
議
（
詳
細
は
23

ペ
ー
ジ
）

●
報
告
書
を
受
領

　

む
す
び
に
は
「
覚
せ
い
剤

取
締
法
に
違
反
し
た
議
員
に

対
し
て
議
会
は
さ
ま
ざ
ま
な

対
応
を
と
っ
た
。
議
員
の
自

律
性
は
、
十
分
に
保
障
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
い
え
、

こ
の
罪
を
犯
し
た
場
合
で
も
、

議
員
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で

き
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い

る
問
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。

　

本
報
告
書
は
、
こ
れ
に
つ

い
て
議
会
と
し
て
の
対
応
を

踏
ま
え
て
課
題
を
抽
出
し
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と

起
き
な
い
方
途
を
探
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

従
来
行
っ
て
き
た
議
会
改

革
を
政
治
倫
理
に
つ
な
げ
る

こ
と
、
つ
ま
り
葉
山
モ
デ
ル

を
提
案
し
て
い
る
。

①
条
例
体
系
の
整
備
、
②
議

会
・
議
員
に
よ
る
そ
れ
を
意

識
し
た
活
動
、
③
政
策
サ
イ

ク
ル
を
応
用
し
、
選
挙
時
に

も
議
会
改
革
・
政
治
倫
理
に

対
す
る
評
価（
公
約
）、
④
住

民
と
と
も
に
議
会
改
革
・
政

治
倫
理
を
考
え
る
、
⑤
法
律

の
穴
を
埋
め
る
法
律
改
正
の

提
言
で
あ
る
。

　

葉
山
モ
デ
ル
は
名
誉
な
こ

と
で
は
な
い
が
、
従
来
行
っ

て
き
た
議
会
改
革
を
踏
ま
え

た
活
動
で
あ
り
、
今
回
の
事

件
に
よ
っ
て
そ
れ
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
信

じ
ら
れ
な
い
事
態
を
、
今
後

の
住
民
自
治
の
推
進
の
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
欲
し
い
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。（
報
告
書
は

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

●
条
例
改
正
等
の
取
り
組
み

　

議
会
改
革
と
し
て
検
討
し
、

最
優
先
事
項
と
し
て
取
り
組

む
。

●
公
職
選
挙
法
改
正
の
要
望

等
　

総
務
省
及
び
地
元
選
出
国

会
議
員
へ
の
陳
情
、
並
び
に

県
町
村
議
会
議
長
会
へ
の
要

請
を
行
う
。

議
会
改
革

●
「
一
般
質
問
の
時
間
延
長
」

及
び
「
文
書
質
問
」
は
委
員
全

員
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
、現
行
の
ま
ま
と
す
る
。

●
「
議
員
活
動
調
査
」
及
び

「
議
員
の
倫
理
に
か
か
る
条
例

等
に
お
け
る
規
定
」
の
検
討
を

行
う
た
め
、
他
の
改
革
項
目
の

検
討
は
中
断
す
る
。

そ
の
他

●
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
チ
ー

ム
か
ら
の
報
告

委
員
長　

畑
中
由
喜
子

議
員
懇
談
会

町
長
招
集
に
よ
る
会
議

２
月
６
日

平
成
29
年
度
当
初
予
算
案
に

つ
い
て

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
予
算
案
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

第
四
次
葉
山
町
総
合
計
画
実

施
計
画
事
業
の
振
り
返
り
結

果
に
つ
い
て

　
「
予
算
に
関
連
し
た
審
議

資
料
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

逗
子
市
と
の
可
燃
ご
み
広
域

処
理
（
試
行
）
の
延
期
に
つ

い
て

　

２
月
及
び
３
月
に
試
行
期

間
と
し
て
、
逗
子
市
環
境
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
可
燃
ご

み
を
搬
出
す
る
予
定
で
し
た
。

し
か
し
、
１
月
24
日
に
逗
子

市
長
か
ら
町
長
宛
て
に
可
燃

ご
み
受
け
入
れ
処
理
の
延
期

に
つ
い
て
の
文
書
が
届
き
、

「
焼
却
灰
の
測
定
分
析
に
お

い
て
、
埋
め
立
て
処
分
の
基

準
値
を
超
え
る
数
値
（
鉛
ま

た
は
そ
の
化
合
物
）
が
検
出

さ
れ
た
」
と
の
報
告
が
あ
り

延
期
と
な
り
ま
し
た
。

 

記　

近
藤
昇
一

江藤教授の基調講演江藤教授の基調講演

花の木公園のつつじ花の木公園のつつじ
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臨時会
第1回

い
う
状
況
の
中
で
、
競
売
制

度
は
実
行
で
き
る
と
い
う
も

の
。
町
と
し
て
非
常
に
納
得

は
で
き
な
い
が
、
裁
判
所
と

す
る
と
調
査
報
告
書
を
付
け

た
中
で
競
売
で
き
る
と
言
い

切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

問　

今
後
の
町
道
の
管
理
は

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答　

町
道
で
境
界
が
決
ま
っ

て
い
な
い
エ
リ
ア
、
地
主
と

主
張
が
合
わ
な
い
部
分
、
合

意
に
達
し
な
い
現
場
も
沢
山

あ
る
。
所
有
権
が
強
く
一
方

的
に
は
進
め
ら
れ
な
い
。
測

量
費
等
、
多
額
な
費
用
が
か

か
る
中
す
べ
て
を
網
羅
し
て

行
う
の
は
非
常
に
難
し
い
。

が
、
国
の
地
籍
調
査
の
補
助

金
を
得
る
時
を
利
用
し
て
行

い
た
い
。

町
長
行
政
報
告

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
に
係
る
状
況

に
つ
い
て

　

平
成
29
年
中
の
開
設
を
目

指
し
、（
仮
称
）社
会
福
祉
法

人　

愛
誠
会
が
進
め
て
い
た

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
は
、
３
月
３

日
に
同
会
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
需
要
、
震
災
復
興
需
要

等
の
影
響
に
よ
る
建
設
費
の

高
騰
の
折
、
建
設
業
者
か
ら

当
初
契
約
額
の
増
額
の
要
求

を
受
け
、
資
金
不
足
に
陥
っ

た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
、
同
会
に
対

し
、
不
足
額
に
つ
い
て
は
資

金
調
達
に
努
力
を
尽
く
す
よ

う
、
指
示
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
３
月
27
日
時
点
で
資

金
不
足
を
補
填
す
る
方
策
が

確
保
さ
れ
ず
、
事
業
実
施
の

目
処
も
た
た
な
い
こ
と
か
ら
、

神
奈
川
県
に
対
し
て
行
っ
て

い
た
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
施
設
等
整
備
費
補
助
金
」

の
申
請
を
取
り
下
げ
、
ま
た

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施

設
開
設
準
備
経
費
補
助
金
」

も
、
同
様
の
理
由
に
よ
り
取

り
下
げ
ま
し
た
。

行
政
報
告
に
対
す
る
主
な
質
疑

問　

こ
れ
ま
で
繰
越
明
許
等
、

何
度
も
状
況
が
変
わ
り
、
こ

の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
。

行
政
の
見
通
し
が
甘
か
っ
た

の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
責
任

は
大
き
い
と
思
う
。
行
政
報

告
で
は
、
葉
山
町
が
主
導
的

に
県
に
取
り
下
げ
を
行
い
、

結
論
を
出
し
た
と
受
け
止
め

ら
れ
る
が
。

答　

県
補
助
金
は
、
県
と
協

議
し
取
り
下
げ
た
。

問　

事
業
者
は
、
法
人
格
の

認
可
は
お
り
て
い
る
が
登
記

は
行
っ
て
い
な
い
状
況
。
事
業

者
の
意
思
は
見
え
て
い
な
い

が
、
結
論
は
貰
っ
て
い
る
の
か
。

答　

結
論
的
な
話
は
ま
だ
な

い
。

問　

時
期
が
変
わ
り
、
同
事

業
者
が
再
度
や
り
た
い
と
言

っ
て
き
た
ら
、
町
の
対
応
は
。

答　

第
６
期
介
護
保
険
計
画

は
29
年
度
ま
で
で
位
置
づ
け

が
難
し
い
。
７
期
の
計
画
の

中
で
考
え
る
。
ま
た
、
次
の

法
人
の
件
は
、
現
時
点
で
は

判
断
で
き
な
い
。

問　

町
の
実
質
的
な
損
失
は
。

答　

金
額
的
に
は
一
円
も
支

払
っ
て
い
な
い
。

問　

補
助
金
が
繰
越
明
許
さ

れ
て
い
た
が
、
ど
う
い
う
方

法
で
処
理
す
る
の
か
。

答　

決
算
の
中
で
報
告
と
い

う
形
の
処
理
を
考
え
て
い
る
。

問　

法
人
格
を
取
る
た
め
に
、

町
事
業
と
県
補
助
金
が
条
件

と
あ
っ
た
。
法
人
格
取
得
の

認
可
は
降
り
て
い
る
が
、
補

助
金
が
取
り
下
げ
と
な
り
全

く
実
績
の
な
い
認
可
で
あ
り
、

法
人
格
取
得
の
条
件
は
な
く

な
っ
た
と
思
う
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答　

認
可
は
お
り
て
い
て
取

り
消
し
は
あ
り
え
な
い
が
、

登
記
は
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
。

問　

葉
山
町
で
事
業
を
行
う

た
め
の
法
人
格
と
認
識
し
て

い
た
。
間
違
い
か
。

答　

確
認
す
る
。

問　

施
設
を
待
た
れ
る
方
は

少
し
で
も
早
く
建
設
を
と
考

え
る
。
29
年
度
中
の
動
き
は
。

答　

建
設
の
補
助
金
申
請
を

行
っ
て
い
な
い
の
で
、
補
助

金
が
な
い
状
況
で
の
募
集
は

で
き
な
い
と
考
え
る
。

■
控
訴
の
提
起
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
10
月
26
日
付
で

提
起
さ
れ
て
い
た
葉
山
町
他

１
名
を
被
告
と
す
る
、
所
有

権
移
転
登
記
手
続
・
所
有
権

確
認
請
求
事
件
に
お
い
て
、

平
成
29
年
３
月
21
日
の
第
１

審
判
決
で
は
「
原
告
リ
フ
ォ

ー
ム
匠
有
限
会
社
の
請
求
は

理
由
が
な
い
の
で
棄
却
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
本
町

の
主
張
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
で
あ
り
、
承
服
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
控
訴

の
提
起
を
提
案
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

問　

20
年
間
、
町
有
地
を
占

拠
さ
れ
、
家
屋
が
建
っ
て
い

た
と
い
う
事
で
、
家
屋
に
対

す
る
課
税
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

税
務
上
、
申
請
者
が
登

記
し
た
所
有
権
者
に
対
し
て
、

面
積
に
課
税
を
行
い
、
道
路

に
つ
い
て
は
課
税
を
行
っ
て

い
な
い
。

問　

裁
判
所
か
ら
、
和
解
案

の
提
示
は
あ
っ
た
か
。

答　

提
示
は
な
い
。

問　

裁
判
に
勝
つ
た
め
に
は

並
々
な
ら
ぬ
準
備
が
必
要
と

考
え
る
。
弁
護
団
を
組
む
な

ど
、
十
分
考
慮
が
必
要
と
思

う
が
。

答　

万
全
な
体
制
を
検
討
し

対
応
す
る
。

問　

原
告
は
、
競
売
に
て
当

該
土
地
を
取
得
し
て
お
り
、

競
売
な
ら
裁
判
所
も
土
地
に

関
し
調
査
を
か
け
る
の
が
普

通
だ
。
で
あ
る
な
ら
、
裁
判

所
は
調
べ
き
っ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
事
か
。

答　

具
体
的
に
は
、
裁
判
所

が
行
う
調
査
委
託
の
段
階
で

町
道
の
存
在
、
公
図
上
の
問

題
な
ど
調
査
書
の
中
に
書
か

れ
て
い
る
が
、
実
質
境
界
が

未
確
定
で
あ
る
、
当
該
地
に

建
築
確
認
は
お
り
て
い
る
と

　

４
月
４
日
に
開
催
し
、
議

案
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

土地建物位置関係図土地建物位置関係図

町道771号線
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議　　　　　案 結 果

第
１
回
定
例
会

平成28年度葉山町一般会計補正予算（第６号） 可決

平成28年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決

平成28年度葉山町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 可決

葉山町職員の育児休業等に関する条例及び葉山町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可決

葉山町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決

「議案第55号　平成28年度葉山町一般会計補正予算（第７号）」撤回の件 許可

葉山町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決

平成28年度葉山町一般会計補正予算（第７号） 可決

平成29年度葉山町一般会計補正予算（第１号） 可決

人間らしい生活の保障を求める意見書 可決

マイナンバー制度における行政・事業者間の情報漏えい・情報管理・事務負担経費などの懸念解消を求める意見書 可決

逗葉新道通行料金の無料化を求める意見書 可決

陳情　刑法犯及び特別法犯議員の除名および判決確定までの報酬差し止めに関する条例改正を求める（再提出） 趣旨了承

平成29年度からの特別徴収額の決定・変更通知書に受給者の個人番号を記載する件に関する陳情書 趣旨了承

臨
時
会

控訴の提起について 可決

全会一致の可決議案等

議員氏名（議席順）

議案・決議・意見・陳情等

横
山
す
み
子

金
崎　

ひ
さ

鈴
木　

道
子

飯
山　

直
樹

山
田　

由
美

窪
田　

美
樹

畑
中
由
喜
子

石
岡　

実
成

待
寺　

真
司

伊
東　

圭
介

笠
原　

俊
一

土
佐　

洋
子

近
藤　

昇
一

結　

果

平成29年度葉山町一般会計予算 ×
×
討
論
○○

×
討
論

○
討
論

○
討
論

○
討
論

○
討
論
○○○

議
長
に
表
決
権
は
な
く
、
可
否
同
数
の
と
き
の
み
議
長
が
決
し
ま
す
。

可決

平成29年度葉山町国民健康保険特別会計予算 ○○○○○
×
討
論

×
討
論

○
討
論

○
討
論
○○○ 可決

平成29年度葉山町後期高齢者医療特別会計予算 ○○○○○
×
討
論

×
討
論

○
討
論

○
討
論
○○○ 可決

平成29年度葉山町介護保険特別会計予算 ○○○○○
○
討
論

○
討
論

○
討
論

○
討
論
○○○ 可決

平成29年度葉山町下水道事業特別会計予算 ○○○○
×
討
論

○
討
論

○
討
論

○
討
論

○
討
論
○○○ 可決

陳情書（「若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求め
る意見書」の提出を求める） ○○

○
討
論
○○

○
討
論
○○○○○

×
討
論

採択

若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求める意見書 ○○○○○○○○○○○× 可決

人間らしい生活の保障を求める意見書の採択を求める陳情 ○○○○○
○
討
論
○○○○○○ 採択

○は賛成　　×は反対

平成29年議会　第１回定例会・第１回臨時会　表決結果
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マイナンバー制度における行政・事業者間の
情報漏えい・情報管理・事務負担経費などの
懸念解消を求める意見書

逗葉新道通行料金の無料化を求める意見書

　マイナンバー制度は、平成25年５月に「行政手続における
特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」が
成立したことにより、平成27年10月から個人番号・法人番号
が通知され、各行政機関において利用が開始されている。
　この制度の目的は、住民票を有する全ての国民に12桁の番
号を付与し、それぞれの個人情報をこれに帰属させることで
個人情報管理の効率化を図るものである。しかし、行政機関
による違法な監視、公務員による目的外利用、なりすまし等に
よる情報漏えい、国が国民の資産を把握できることで預金封
鎖が容易になることなど、依然として制度及び危機管理に対
する不安と懸念、情報を利用する者に対する不信の声がある。
　また、情報連携の根幹を担う地方のシステム整備が必須であ
り、地方公共団体に新たな負担が生じることも懸念されている。
　よって、国においては、マイナンバー制度の安全性の確保
と運営についての懸念を解消するよう、次の事項について強
く要望する。
１　国民への更なる周知を図り、マイナンバー制度に対する

国民の不安・懸念・不信を払拭すること。
２　第三者機関による監視・監督の徹底やシステム上の安全措

置など、プライバシーの保護に万全の対策を講じること。
３　マイナンバー制度は国家的な社会基盤であることから、

マイナンバー制度に伴うシステム及びネットワークの構
築等に要する経費は、国が全額負担し、地方公共団体に
新たな経費負担が生じないようにすること。

４　マイナンバー制度導入で民間事業者には税や社会保障の
手続き、給与所得の源泉徴収票の作成など、重い恒常的
な負担が生じる。この経費面も含む負担軽減のため、制
度及び「特定個人情報の適正な取り扱いに関するガイド
ライン（事業者編）」の改正を行うこと。

　平成16年３月に三浦半島中央道路の一部である湘南国際
村から長柄地区間が開通して、既に13年が経過した。この
一部開通は、国道134号線の交通緩和に大いに寄与し、住民
の利便は向上した。
　しかしその反面、開通当初から懸念されていたとおり、
同区間の利用者の多くが逗子方面に行くため住宅地内の町
道を通り抜けることから地域住民の安全・安心が脅かさ
れ、また排気ガスにより住環境が悪化している現状がある。
　この状況に加え、平成28年９月１日に三浦半島中央道路
南郷トンネルの長柄出口付近にショッピングプラザHAY
AMA STATIONがオープンし、交通量が増加している。
また、逗葉新道の建設費は、すでに償却が完了していると
のことである。
　よって、神奈川県並びに神奈川県道路公社におかれて
は、住民と議会の長年の要望である逗葉新道通行料金を早
期に無料化するよう要望する。

若者も高齢者も安心できる
年金制度の実現を求める意見書

人間らしい生活の保障を求める意見書

　厚生労働省は平成27年度の年金を0.9％増額改定
した。この改定は、本来なら物価上昇率に応じて年
金を増額すべきところを、より低い賃金上昇率を適
用し、さらに年金の特例水準解消のための減額やマ
クロ経済スライドの適用により、結果として0.9％
にとどめたものであり、実質的な年金の削減となっ
ている。
　平成28年度は物価、賃金によるスライドは行われ
ず前年度から据え置きとなったが、平成29年度の年
金は平成28年度より0.1％引き下げられるとの報道
があったところである。
　年金額が実質的に低下する一方で、消費税増税、
物価上昇、住民税等の負担増が年金生活者にとって
打撃となり、生存権が脅かされている。
　ついては、国においては、次の事項について対策
を講じられるよう要望する。
１　年金の隔月支給を国際水準並みに毎月支給に改

めること。
２　年金を毎年引き下げるマクロ経済スライドを廃

止すること。
３　全額国庫負担の最低保障年金制度を早期に実現

すること。
４　年金支給開始年齢はこれ以上引き上げないこと。
５　GPIFに対し、株式投資をやめ安定的な運用を

するよう指導すること。

　平成25年から平成27年にかけ生活扶助基準額が切
り下げられ、さらに冬季加算、年末一時扶助費も削
減されたことにより、生活保護受給者は非常に厳し
い生活に追い込まれている。特に子どものいる世帯
への引下げ幅は大きく、その影響は深刻なものに
なっている。
　全ての国民は、憲法第25条に基づき、人間らしい
生活を保障されるべきである。ところが、国は基準
額引下げにより影響を受けている子どものいる世帯
についての検討もないまま、扶助及び加算の見直し
を始めている。
　生活保護費の引下げは生活保護受給者だけの問題
に留まらず、様々な制度に関わっていることから国
民生活全体を切り下げることに繋がるものである。
　ついては、国においては、次の事項について対策
を講じられるよう要望する。
１　テレビの設置を一時扶助の項目に入れること。
２　生活保護受給者援護のため、夏季及び年末の福

祉手当を国の制度として創設すること。
３　母子加算をはじめとする加算、扶助費等の見直

しを止め、生活扶助基準額を削減前に戻すこと。

意 見 書 を 提 出 し ま し た
地方自治法第99条の規定により、国会または
関係行政庁へ送付しました。
紙面の都合上内容は要約しています。
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を
上
げ
て
力
添
え
し
た
い
。

問　

故
船
村
徹
氏
が
作
曲
し

た
葉
山
音
頭
を
、
葉
山
町
歌

と
一
緒
に
み
ん
な
に
覚
え
て

も
ら
う
た
め
、
30
年
の
草
津

町
と
の
姉
妹
都
市
締
結
50
周

年
の
時
に
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
作
成
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

町
長　

タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て

良
い
時
期
で
お
も
し
ろ
い
。

問　

海
の
幸
だ
け
で
な
く
、

山
の
幸
を
葉
山
の
魅
力
創
生

発
信
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

町
長　

商
工
会
と
可
能
性
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

問　

次
の
選
挙
か
ら
葉
山
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
期
日
前
投
票

所
と
合
わ
せ
て
共
通
投
票
所

と
な
る
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

衆
議
院
議
員
選
挙
に
間
に
合

う
。
期
日
前
投
票
所
の
増
設

の
み
を
考
え
て
い
る
。

問　

交
通
不
便
な
第
６
投
票

区
な
ど
の
投
票
率
の
向
上
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

よ
り
良
い
投
票
環
境
を
作
る

こ
と
を
研
究
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

12人が町政を問う
質問者の提出原稿を基に編集しています

質問

■ 一般質問とは
　議員が町長等（執行機関）に対し、町政全般の事務の執行状況
や将来方針等の所信や疑問をただすこと、あるいは報告や説明を
求めることです。 詳しくは議会ホームペ－ジをご覧ください。

東
京
五
輪
に
向
け
た
海
外
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
は

町
長　

英
国
チ
ー
ム
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
あ
る

問　

世
界
最
強
の
セ
ー
リ
ン

グ
チ
ー
ム
の
英
国
と
キ
ャ
ン

プ
の
話
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

町
長　

英
国
チ
ー
ム
か
ら
オ

フ
ァ
ー
が
あ
り
話
を
進
め
て

い
る
。
コ
ン
テ
ナ
を
ど
こ
に

置
く
か
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
。

問　

町
民
を
対
象
と
し
た
ヨ

ッ
ト
乗
船
体
験
で
町
長
が
ウ

ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
教
え

て
み
て
は
ど
う
か
。

町
長　

状
況
が
そ
ろ
え
ば
対

応
し
た
い
。

問　

部
活
動
以
外
の
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
の
大
会
に
出

場
す
る
児
童
・
生
徒
へ
補
助

を
拡
大
で
き
な
い
か
。

町
長　

町
内
で
開
催
さ
れ
る

世
界
大
会
等
に
は
補
助
金
が

あ
る
が
、
選
手
個
人
に
は
非

常
に
難
し
い
。
町
の
広
報
力

葉山音頭のレコードジャケット葉山音頭のレコードジャケット

土佐洋子
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定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
部
長　

最
も
早
く
て
、

29
年
度
に
準
備
と
し
て
骨
子

を
定
め
、
30
年
度
に
は
素
案
、

31
年
度
に
は
策
定
と
考
え
る
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
条
例
に

審
議
会
を
位
置
付
け
、
推
進

計
画
を
策
定
し
進
行
管
理
し

て
い
く
の
が
パ
タ
ー
ン
だ
が
。

教
育
部
長　

他
市
の
状
況
を

考
慮
す
る
と
、
審
議
会
設
置

の
方
向
で
進
め

る
と
思
う
。

問　

施
政
方
針

に
記
載
の
あ
る

旧
役
場
バ
ス
停

の
、
屋
根
の
イ

メ
ー
ジ
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長　

旧
役
場

の
趣
と
地
域
・

景
観
に
即
し
た

も
の
を
、
地
域

や
当
時
を
知
る

方
々
に
意
見
を

聞
い
て
進
め
る
。

部
長
会
議
で
も
議
論
し
て
い

る
。

問　

着
工
、
完
了
見
込
み
は
。

都
市
経
済
部
長　

旧
役
場
の

敷
地
内
に
趣
の
あ
る
上
屋
を

作
る
発
想
の
中
で
、
高
低
差

を
考
慮
し
、
測
量
・
設
計
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

問　

旧
役
場
跡
地
の
活
用
は
。

町
長　

そ
う
遠
く
な
い
時
期

に
議
論
が
始
ま
る
と
思
う
。

福
祉
部
長　

28
年
度
４
月
の

時
点
で
９
人
だ
が
、
そ
れ
以

上
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

問　

一
旦
落
ち
着
い
た
か
に

見
え
た
待
機
児
童
数
も
、
今

後
、
増
え
る
傾
向
に
あ
る
よ

う
に
思
え
る
が
、
対
策
は
。

福
祉
部
長　

子
育
て
の
支
援

事
業
計
画
で
は
、
平
成
31
年

度
ま
で
に
、
民
間
の
保
育
所

を
５
カ
所
に

す
る
予
定
が

あ
る
。
幼
稚

園
を
認
定
こ

ど
も
園
に
す

る
話
や
町
内

の
中
で
認
可

保
育
所
を
設

置
し
た
い
と

い
う
話
も
出

て
い
る
の
で
、

積
極
的
に
推

進
し
て
い
き

た
い
。

問　

各
地
で

出
没
情
報
が

あ
る
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
。

環
境
部
長　

イ
ノ
シ
シ
被
害

が
加
速
化
し
て
い
る
認
識
は

あ
る
。
今
後
は
、
県
や
関
係

団
体
と
協
力
し
、
イ
ノ
シ
シ

が
人
里
に
近
づ
か
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
緩
衝
帯
作
り

を
ベ
ー
ス
に
、
捕
獲
や
安
全

対
策
に
つ
い
て
も
調
査
、
検

討
し
て
い
く
予
定
だ
。

石岡実成

消
火
栓
枠
の
修
繕
は

消
防
長　

30
年
度
予
算
に
間
に
合
う
よ
う
に
調
査
検
討
す
る

問　

消
火
栓
を
識
別
す
る
た

め
の
表
示
枠
の
補
修
作
業
を

迅
速
に
進
め
て
ほ
し
い
。

消
防
長　

30
年
度
予
算
に
間

に
合
う
よ
う
に
、
町
内
の
全

管
区
の
消
火
栓
を
調
査
し
、

対
応
を
図
っ
て
い
く
。

問　

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
活

用
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対

応
の
消
火
栓
等
が
マ
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
た
防
災
ネ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

消
防
長　

経
費
的
な
部
分
を

含
め
、
検
討
課
題
に
す
る
。

問　

消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
機
能
改

善
を
検
討
し
て
み
て
は
。

消
防
長　

消
防
団
員
の
確
保

と
い
う
課
題
も
踏
ま
え
、
積

極
的
に
、
消
防
力
の
強
化
と

し
て
採
用
し
て
い
き
た
い
。

問　

待
機
児
童
の
現
状
は
。

消えてしまった消火栓の枠消えてしまった消火栓の枠

旧
役
場
バ
ス
停
の
屋
根
の
イ
メ
ー
ジ
は

町
長　

シ
ン
プ
ル
な
柱
と
屋
根
で
は
な
い

待寺真司
問　

29
年
度
当
初
予
算
で
、

試
算
を
行
っ
た
小
児
医
療
費

助
成
が
、
拡
充
に
至
ら
な
か

っ
た
判
断
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

小
学
校
６
年
生
ま
で

所
得
制
限
な
し
と
い
う
状
況

に
自
負
し
て
い
る
。
福
祉
関

連
経
費
が
着
実
に
伸
び
て
い

る
状
況
で
、
優
先
順
位
を
高

く
設
定
で
き
な
い
と
考
え
る
。

問　

更
な
る
拡
充
に
よ
り
、

若
い
子
育
て
世
代
の
転
入
を

促
進
し
、
世
代
間
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
政
策
が
大
事
だ
が
。

町
長　

所
得
制
限
な
し
と
い

う
状
況
に
、
魅
力
を
感
じ
て

住
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
大
事

で
、
最
低
限
は
担
保
で
き
て

い
る
の
で
、
現
状
今
す
ぐ
に

と
の
考
え
に
は
至
ら
な
い
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策

屋根の設置予定場所屋根の設置予定場所
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１
万
４
３
２
５
世
帯
数
と
あ

る
が
、
空
き
家
、
別
荘
は
含

む
の
か
。

福
祉
部
長　

住
民
票
の
あ
る

世
帯
数
で
含
ま
れ
な
い
。

問　

大
字
ご
と
の
空
き
家
と

別
荘
の
数
の
直
近
資
料
を
後

日
で
も
提
出
し
て
欲
し
い
。

政
策
財
政
部
長　

27
年
度
に

調
査
を
行
っ
た
際
は
、
水
道

メ
ー
タ
ー
が
６
カ
月
以
上
閉

栓
と
な
っ
て
い

る
家
屋
か
ら
調

べ
た
推
定
空
き

家
の
数
は
228
軒

で
、
大
字
ご
と

の
件
数
も
把
握

し
て
い
る
。
別

荘
用
の
建
物
は

厳
密
に
は
難
し

い
が
、
税
務
課

の
家
屋
敷
課
税

か
ら
211
軒
あ
る
。

町
長　

29
年
度

方
針
で
、
特
定

空
き
家
と
認
定

さ
れ
る
廃
墟
で
地
域
の
防

犯
・
防
災
上
問
題
あ
る
状
況

の
建
物
は
行
政
が
介
入
す
る
。

こ
の
対
処
の
た
め
に
審
議
会

委
員
の
議
論
が
必
要
と
考
え

る
。
さ
ら
に
、
所
有
者
と
の

相
談
や
不
動
産
業
者
と
連
携

も
行
う
。
特
定
空
き
家
に
し

な
い
方
策
と
人
に
住
ん
で
い

た
だ
く
手
助
け
を
行
う
。

る
部
署
は
、
少
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。
特
に
技
術
職
や

福
祉
関
係
の
専
門
職
に
つ
い

て
は
、
増
員
を
図
り
た
い
。

事
務
職
に
つ
い
て
は
、
人
件

費
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
働

き
方
や
仕
事
の
流
れ
を
変
え

る
こ
と
等
で
工
夫
し
、
改
善

し
た
い
。

問　

職
員
体
制
に
起
因
す
る

予
算
執
行
の
遅
れ
が
出
て
い

る
の
で
は
な

い
か
。

政
策
財
政
部

長　

予
算
執

行
に
お
い
て

は
、
各
課
か

ら
の
予
算
執

行
計
画
、
事

業
実
施
計
画
、

収
入
計
画
等

を
財
政
課
で

取
り
ま
と
め
、

会
計
課
と
も

調
整
の
上
、

年
度
当
初
に

１
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

決
め
て
対
応
し
て
い
る
。

問　

地
方
公
共
団
体
の
会
計

は
、
単
年
度
主
義
が
原
則
だ

が
、
最
近
、
翌
年
度
へ
の
繰

越
明
許
が
目
立
っ
て
い
る
。

想
定
が
甘
い
の
で
は
な
い
か
。

政
策
財
政
部
長　

入
札
等
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
不
測
の
事

態
が
発
生
す
る
の
が
実
態
で

あ
る
。

機
構
改
革
の
評
価
と
検
証
は

町
長　

29
年
度
に
全
庁
的
に
意
見
を
聞
く

伊東圭介

問　

福
津
市
津
屋
崎
の
空
き

家
活
用
事
業
に
は
海
外
か
ら

の
視
察
も
あ
る
。
こ
の
町
の

取
り
組
み
を
参
考
に
聞
く
。

ま
ず
、
御
用
邸
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
葉
山
の
景
観
や
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
き
た
別

荘
は
、
週
末
に
は
葉
山
人
と

い
う
よ
う
な
、
別
荘
族
の

方
々
も
葉
山
文
化
を
作
る
一

員
と
考
え
る
が
。

町
長　

現
実
的
な
話
を
す
れ

ば
、
最
終
的
に
居
住
し
、
町

民
税
も
い
た
だ
き
た
い
の
が

正
直
な
思
い
だ
が
、
葉
山
の

歴
史
的
な
背
景
か
ら
も
、
別

荘
の
方
々
の
影
響
が
当
町
の

文
化
を
築
い
て
き
た
こ
と
も

十
分
考
慮
し
て
町
づ
く
り
に

生
か
し
て
い
き
た
い
。

問　

広
報
に
２
月
１
日
現
在

問　

機
構
改
革
か
ら
２
年
が

経
過
し
た
が
、
評
価
と
検
証

を
行
っ
た
か
。

町
長　

29
年
度
、
全
庁
的
に

職
員
の
意
見
を
聞
く
機
会
を

設
け
て
実
施
し
た
い
。
現
在
、

町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と

職
員
の
業
務
の
効
率
化
に
向

け
て
対
応
中
で
あ
る
。

問　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

町
長　

特
に
役
場
１
階
に
お

け
る
町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と

業
務
の
効
率
化
の
た
め
に
、

役
場
入
口
に
総
合
受
付
の
設

置
や
町
民
健
康
課
の
受
付
番

号
の
発
券
機
、
窓
口
の
ロ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
化
を
実
施
す
る
。

問　

業
務
量
や
専
門
性
に
つ

い
て
、
現
在
の
職
員
体
制
を

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

職
員
数
が
足
り
て
い

特定空き家特定空き家

ローカウンターになった庁舎１階ローカウンターになった庁舎１階

笠原俊一

当
町
の
空
き
家
対
策
は

町
長　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
新
た
な
活
用
方
法
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問　

イ
ノ
シ
シ
の
頭
数
が
少

な
い
う
ち
、
猟
銃
に
よ
る
絶

滅
作
戦
を
試
み
て
は
ど
う
か
。

大
規
模
な
巻
き
狩
り
は
無
理

で
も
、
や
ぐ
ら
の
上
か
ら
下

に
向
け
て
撃
つ
ハ
イ
シ
ー
ト

猟
な
ら
危
険
は
少
な
い
。

環
境
部
長　

捕
獲
の
許
可
権

限
は
町
に
移
譲
さ
れ
て
い
る

が
、
猟
銃
使
用
は
控
え
る
べ

き
。
や
ぶ
刈
り
や
罠
を
仕
掛

け
る
な
ど
の
取

り
組
み
が
、
葉

山
町
に
適
し
た

対
処
法
だ
。

問　

買
い
物
弱

者
の
た
め
に
、

民
間
企
業
に
よ

る
移
動
販
売
車

が
あ
れ
ば
と
考

え
る
が
。

福
祉
部
長　

す

ぐ
に
移
動
販
売

を
入
れ
る
考
え

は
な
い
が
、
で

き
る
サ
ポ
ー
ト

は
す
る
。

問　

上
山
口
小
旧
校
舎
に
あ

る
支
援
教
室
「
ヤ
シ
の
実
」

の
移
転
話
は
。
関
係
者
は
、

現
在
の
地
域
を
希
望
し
て
い

る
。
校
舎
の
耐
震
補
強
が
無

理
な
ら
、
民
家
を
借
り
る
な

ど
の
方
法
は
。

教
育
部
長　

移
転
先
は
未
定
。

新
た
な
選
択
肢
も
含
め
て
、

模
索
す
る
。

出
増
は
で
き
な
い
か
。

政
策
財
政
部
長　

人
件
費
問

題
は
、
例
え
ば
ご
み
収
集
業

務
や
保
育
園
運
営
の
民
営
化

に
よ
る
非
直
営
化
の
影
響
も

大
き
い
。
国
・
県
の
補
助
金

制
度
を
十
分
に
調
査
・
研
究

し
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
最
大

限
活
用
す
る
。

問　

元
利
返
済
金
が
償
還
さ

れ
る
は
ず
の

臨
時
財
政
対

策
債
に
つ
い

て
の
課
題
は
。

政
策
財
政
部

長　

償
還
金

額
は
、
今
は

把
握
し
て
い

な
い
。
危
惧

す
べ
き
こ
と

は
、
不
交
付

団
体
で
は
代

替
財
源
に
な

ら
な
い
点
と

考
え
る
。

問　

経
常
収

支
比
率
は
75
％
未
満
が
適
正

だ
が
、
常
に
約
100
％
状
態
で
、

完
全
硬
直
化
し
て
い
る
。
経

営
企
画
機
能
の
強
化
と
し
て
、

戦
略
立
案
に
特
化
し
た
人
材

が
必
要
だ
。

町
長　

現
状
か
ら
大
き
く
踏

み
出
す
必
要
性
は
、
強
く
は

感
じ
て
い
な
い
。

県
立
逗
葉
高
校
を
長
期
避
難
所
に

高
い
人
件
費
比
率
へ
の
対
策
は

総
務
部
長　

逗
子
市
と
協
議
し
て
い
き
た
い

政
策
財
政
部
長　

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
活
用
す
る

山田由美
問　

今
は
一
時
避
難
所
に
な

っ
て
い
る
県
立
逗
葉
高
校
を
、

長
期
避
難
所
と
し
て
指
定
す

る
こ
と
は
可
能
か
。
葉
桜
や

イ
ト
ー
ピ
ア
の
住
民
に
は
、

山
を
降
り
て
南
郷
中
な
ど
に

避
難
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

逗
子
市
民
と
共
に
、
県
立
逗

葉
高
校
を
利
用
さ
せ
て
も
ら

う
方
が
現
実
的
で
あ
る
。

総
務
部
長　

逗
子
市
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

問　

新
設
す
る
給
食
セ
ン
タ

ー
に
、
避
難
所
と
し
て
使
え

る
和
室
を
併
設
し
た
ら
ど
う

か
。
普
段
は
、
集
会
所
な
ど

に
使
え
ば
よ
い
。

教
育
部
長　

多
目
的
に
使
用

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
は
併
設
し

た
い
。
大
き
な
災
害
時
の
活

用
は
、
不
可
能
で
は
な
い
。

問　

人
口
減
少
対
策
は
大
き

な
テ
ー
マ
だ
が
、
２
月
の
世

帯
人
口
が
、
前
月
比
で
19
世

帯
30
人
も
減
少
し
た
。
要
因

は
。

政
策
財
政
部
長　

自
然
減
の

影
響
が
大
き
い
。
社
会
減
は

概
ね
横
ば
い
だ
。

問　

人
口
減
対
策
と
し
て
、

子
育
て
世
代
へ
の
サ
ポ
ー
ト

は
重
要
だ
。
中
学
生
バ
ス
代

補
助
が
、
単
純
に
一
律
４
分

の
１
は
考
え
る
べ
き
だ
が
。

教
育
部
長　

旧
制
度
と
比
較

し
、
大
分
充
実
し
て
い
る
。

問　

近
隣
自
治
体
と
比
較
し

て
も
、
人
件
費
比
率
が
約
10

％
高
い
。
町
民
以
外
の
税
収

増
対
策
は
当
然
と
し
て
、
人

件
費
は
増
加
さ
せ
ず
、
交
付

税
や
国
庫
支
出
金
に
よ
る
歳

県立逗葉高校県立逗葉高校

民間のごみ収集車民間のごみ収集車

飯山直樹
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福
祉
部
長　

５
つ
の
事
業
を

考
え
て
い
る
。
医
師
会
、
歯

科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
の
在

宅
担
当
窓
口
と
の
連
絡
調
整
、

在
宅
療
養
者
の
退
院
時
の
調

整
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
、
介
護
事
務
所
か
ら
の
相

談
の
支
援
、
町
民
の
方
か
ら

の
相
談
へ
の
対
応
、
多
職
種

間
で
の
連
携
会
議
・
事
例
検

討
な
ど
で
あ
る
。

問　

Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
へ
の
バ
ス
路
線

の
進
展
は
。

政
策
財
政
部
長　

京
急
バ
ス

側
か
ら
新
た
な
路
線
と
い
う

問
題
提
起
を
さ
れ
た
。
横
浜

市
道
路
局
へ
行
き
、
能
見
台

の
例
な
ど
を
調
査
し
た
。
行

政
が
原
案
を
つ
く
り
、
各
町

内
会
に
利
用
実
態
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
４
月
以
降
お
願
い
し
、

再
度
京
急
に
当
た
り
た
い
。

問　

か
つ
て
旧
役
場
跡
地
を

福
祉
の
拠
点
に
と
い
う
議
論

が
あ
っ
た
。
再
度
検
討
を
。

町
長　

公
共
の
空
地
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
声
が
あ
る
。
そ

う
遠
く
な
い
う
ち
に
議
論
し

結
論
を
出
す
べ
き
と
思
う
。

埋
設
は
効
果
的
だ
と
思
う
が
。

町
長　

非
常
に
大
事
な
取
り

組
み
だ
。
新
た
な
手
法
が
な

い
か
、
日
々
模
索
し
て
い
る
。

問　

町
が
行
う
福
祉
施
策
の

多
く
を
社
協
に
委
託
し
て
い

る
。
各
事
業
の
状
況
を
町
は

把
握
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
が
。

福
祉
部
長　

委
託
の
内
容
に

つ
い
て
は
再
度
調
整
を
と
り

な
が
ら
、
町

の
方
で
も
内

容
確
認
を
し

て
い
き
た
い
。

問　

指
定
管

理
者
制
度
で

は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
に

そ
れ
ぞ
れ
特

性
が
あ
る
と

思
う
。「
は

ば
た
き
作
業

所
」
の
特
性

を
考
え
る
と
、

５
年
ご
と
に

見
直
し
に
な
る
指
定
管
理
が

妥
当
か
一
考
を
要
す
る
と
思

う
。
利
用
者
や
事
業
者
と
十

二
分
に
話
し
合
い
、
解
決
策

を
。

福
祉
部
長　

運
営
上
問
題
が

な
け
れ
ば
、
協
定
の
う
た
い

方
で
引
き
続
き
や
る
こ
と
も

で
き
る
。
貴
重
な
ご
意
見
と

し
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

大
災
害
時
の
住
民
初
期
消
火
活
動
の
検
討
を

ペ
ッ
ト
と
共
生
す
る
町
に

総
務
部
長　

30
年
度
予
算
編
成
ま
で
に
調
整
し
た
い

町
長　

調
和
の
と
れ
た
共
生
の
実
現
に
取
り
組
む

横山すみ子

畑中由喜子

問　

大
災
害
時
に
消
火
栓
等

に
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
接
続

し
住
民
が
初
期
消
火
を
行
う

活
動
が
、
横
須
賀
市
、
逗
子

市
等
で
も
始
ま
っ
て
い
る
。

当
町
で
も
検
討
を
始
め
て
は
。

消
防
長　

町
全
体
と
し
て
協

議
し
、
消
防
で
も
訓
練
等
の

状
況
が
整
え
ば
、
町
と
し
て

発
足
で
き
る
か
と
思
う
。

総
務
部
長　

他
市
の
事
例
や

問
題
点
を
研
究
し
て
い
る
段

階
。
30
年
度
予
算
編
成
ま
で

に
消
防
部
局
と
調
整
し
た
い
。

問　

医
療
と
介
護
の
連
携
拠

点
を
池
子
の
医
療
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
、
介
護
支
援
専
門

員
の
資
格
も
持
つ
２
人
の
看

護
師
を
配
置
す
る
予
算
が
つ

い
た
。
大
事
な
第
一
歩
だ
。

そ
の
看
護
師
の
仕
事
内
容
は
。

問　

動
物
愛
護
の
精
神
、
命

を
い
と
お
し
く
思
う
こ
と
は
、

動
物
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、

人
と
し
て
大
切
な
感
情
だ
。

町
長
は
選
挙
公
報
で
ペ
ッ
ト

と
共
生
す
る
町
に
し
た
い
と

記
し
て
い
る
が
。

町
長　

家
族
の
一
員
と
し
て

大
切
に
育
て
て
い
る
家
庭
が

あ
る
と
同
時
に
、
飼
い
主
と

し
て
の
マ
ナ
ー
に
反
す
る
事

例
も
あ
る
の
が
実
情
だ
。
町

で
は
総
合
防
災
訓
練
で
、
ペ

ッ
ト
と
の
合
同
宿
泊
訓
練
や
、

南
郷
上
ノ
山
公
園
で
の
犬
の

譲
渡
会
等
実
施
し
て
き
た
。

人
と
ペ
ッ
ト
の
調
和
の
と
れ

た
共
生
の
実
現
に
向
け
、
引

き
続
き
取
り
組
む
。

問　

美
し
い
景
色
が
望
め
る

所
を
優
先
的
に
電
柱
の
地
下

スタンドパイプと接続しているホーススタンドパイプと接続しているホース

楽しいお散歩楽しいお散歩
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会
で
考
え
る
の
は
難
し
い
。

問　

町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

コ
ス
ト
削
減
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
借
金
も

す
る
の
で
大
き
く
膨
ら
む
可

能
性
も
十
分
あ
る
。
必
要
な

と
こ
ろ
に
必
要
な
経
費
、
欲

し
い
と
言
わ
れ
た
時
に
出
す

こ
と
を
考
え
ら
れ
る
の
が
大

切
。
セ
ン
タ
ー
化
が
進
み
仮

に
コ
ス
ト
削
減
が
数
年
分
の

決
算
で
分
か
っ

た
時
考
え
る
。

問　

セ
ン
タ
ー

化
で
コ
ス
ト
メ

リ
ッ
ト
が
出
る

か
わ
か
ら
な
い
。

と
い
う
の
は
こ

れ
ま
で
の
説
明

と
違
う
の
で
は
。

町
長　

コ
ス
ト

削
減
の
た
め
の

セ
ン
タ
ー
化
で

は
な
い
。
コ
ス

ト
が
跳
ね
上
が

る
可
能
性
も
あ

る
。
そ
れ
で
も
セ
ン
タ
ー
化

は
色
々
な
意
味
で
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
進
め
る
べ
き
。

教
育
長　

長
期
的
に
は
人
件

費
等
で
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
は

出
る
。
コ
ス
ト
だ
け
で
は
な

い
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
。

そ
の
他
の
質
問　

ふ
る
さ
と

納
税　

高
齢
者
福
祉
の
充
実

消
防
団
員
の
待
遇
改
善

福
祉
部
長　

検
討
し
て
い
く
。

問　

図
書
館
の
本
の
返
却
ボ

ッ
ク
ス
を
増
設
す
べ
き
だ
が
。

教
育
長　

適
切
な
場
所
を
調

査
し
た
上
、
増
設
し
て
い
く
。

問　

庁
舎
の
照
明
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
し
た
ら
青
白
く
な
っ
た
。

最
近
は
慣
れ
て
き
た
が
、
測

定
し
た
ら
全
光
束
が
825
ル
ー

メ
ン

だ

っ
た
。
同
形
の
新
品
は
２
２

５
９
ル
ー

メ
ン

だ
っ
た
。
つ
ま
り
暗

い
と
い
う
こ
と

だ
。
ま
た
、
色

温
度
は
、
葉
山

町
の
も
の
は
、

４
万
１
３
３
７

ケ
ル

ビ
ン

で
、
同
形
の

新
品
は
４
９
２

８
ケ
ル

ビ
ン

で
、
こ
の

数
値
は
葉
山
町

の
照
明
が
紫
が

か
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
そ

う
だ
。
消
費
電

力
も
新
品
と
比

較
す
る
と
無
駄

が
多
い
。
執
務
環
境
面
や
町

民
の
窓
口
対
応
で
も
好
ま
し

い
状
況
で
は
な
い
。
明
る
い

自
然
色
と
交
換
を
す
る
時
期

で
は
な
い
の
か
。
寒
川
町
を

見
に
行
っ
た
が
、
自
然
な
明

る
い
庁
舎
内
だ
っ
た
。

総
務
部
長　

平
成
22
年
に
取

り
換
え
た
。
寿
命
が
あ
る
の

で
将
来
改
修
時
に
検
討
す
る
。

コ
ス
ト
削
減
分
を
給
食
費
補
助
実
施
の
考
え
は

庁
舎
の
照
明
が
青
白
い
が

町
長　

コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
化
で
は
な
い

総
務
部
長　

将
来
の
改
修
時
に
検
討
す
る

窪田美樹

鈴木道子

問　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
化

の
メ
リ
ッ
ト
に
経
費
削
減
が

挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
削
減
分

を
給
食
費
補
助
に
し
て
は
。

教
育
長　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
浮
い
た
分
が
教
育
委
員

会
の
収
入
に
な
る
わ
け
で
は

な
い
。
地
産
地
消
の
取
り
組

み
に
よ
り
コ
ス
ト
が
上
が
る

可
能
性
も
あ
る
。
今
の
給
食

費
負
担
を
超
過
す
る
よ
う
な

場
合
は
改
め
て
考
え
る
。

問　

教
育
費
で
削
減
し
た
経

費
を
教
育
費
に
充
て
る
こ
と

は
、
更
な
る
セ
ン
タ
ー
化
メ

リ
ッ
ト
に
結
び
付
く
の
で
は
。

教
育
長　

気
持
ち
は
共
感
で

き
る
が
、
町
全
体
の
財
政
運

用
の
中
で
生
じ
た
コ
ス
ト
低

減
を
財
政
支
出
で
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
か
は
教
育
委
員

問　

食
品
ロ
ス
は
年
間
約
642

万
ト
 ン

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

削
減
は
重
要
課
題
だ
。
取
り

組
み
は
。

町
長　

現
在
改
定
作
業
中
で

あ
る
葉
山
町
ご
み
処
理
基
本

計
画
で
事
業
者
に
対
し
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
搬
入

物
の
厳
格
化
の
指
導
強
化
に

よ
り
削
減
を
目
指
す
。「
広

報
は
や
ま
」
等
で
情
報
発
信

し
仕
組
み
作
り
を
検
討
す
る
。

問　

店
舗
ヘ
の
取
り
組
み
は
。

環
境
部
長　

ス
ー
パ
ー
や
飲

食
店
へ
も
周
知
活
動
を
す
る
。

問　

５
歳
児
健
診
は
就
学
前

の
重
要
な
健
診
だ
が
ど
う
か
。

福
祉
部
長　

実
施
自
治
体
と

同
様
の
問
診
票
を
使
用
し
て

細
や
か
な
対
応
を
し
て
い
る
。

問　

実
施
す
べ
き
だ
が
。

給食を食べる様子給食を食べる様子

未開封のまま廃棄される食品未開封のまま廃棄される食品



環
境
部
長　

個
別
対
応
し
た

こ
と
も
あ
る
が
、
ご
み
の
減

量
推
進
会
議
で
課
題
と
す
る
。

問　

障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
週
日
の
昼
間
は
職

員
不
在
。
入
居
者
は
仕
事
を

休
む
こ
と
も
あ
り
、
職
員
体

制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
が
。

福
祉
部
長　

対
応
を
考
え
る
。

問　

町
営
住
宅
入
居
希
望
者

に
空
き
家
の
活
用
を
。

政
策
財
政
部
長　

内
部
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　

財
団
の
葉
山
研
修
セ
ン

タ
ー
が
空
き
家
と
な
っ
て
い

る
。
社
会
参
加
の
拠
点
に
な

る
物
件
と
思
う
が
。

町
長　

ま
ず
は
町
に
相
談
を
、

と
申
し
上
げ
て
い
る
。

問　

停
電
発
生
時
の
住
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
は
。

総
務
部
長　

消
防
が
把
握
。

問　

公
園
に
寄
付
等
で
健
康

遊
具
を
設
置
し
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
む
施
策
を
。

町
長　

良
い
取
り
組
み
だ
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
に
係
る

総
予
算
の
発
表
は
。

教
育
部
長　

５
月
中
に
出
す
。

金崎ひさ
問　

逗
子
へ
の
渋
滞
解
消
策

に
自
転
車
の
利
用
、
と
の
答

弁
だ
が
、
自
転
車
道
の
設
置

の
要
望
を
し
た
の
か
。

町
長　

し
て
い
な
い
。

問　

バ
ス
停
付
近
に
自
転
車

置
き
場
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長　

場
所
の
確
保
と
ニ
ー

ズ
等
、
町
直
営
は
難
し
い
。

問　

信
号
の
操
作
で
流
れ
が

良
く
な
る
。
逗
子
市
と
一
緒

に
警
察
に
お
願
い
し
て
は
。

町
長　

２
年
前
に
要
望
し
た
。

引
き
続
き
行
う
。

問　

福
祉
文
化
会
館
へ
の
バ

ス
休
日
運
行
の
要
望
は
。

政
策
財
政
部
長　

要
望
を
続

け
て
い
る
。

問　

資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
搬
出
が
で
き
な
い
状
態
の

人
へ
の
応
急
処
置
は
。

渋滞緩和を渋滞緩和を

１　
　
　

月

17
日　

葉
山
町
文
化
協
会
と
の

　
　
　

意
見
交
換
会

31
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

２　
　
　

月

１
日　

長
野
県
箕
輪
町
議
会

　
　
　

視
察
来
町

４
日　

町
民
と
の
会
議

６
日　

議
員
懇
談
会

　
　
　

山
梨
県
韮
崎
市
議
会

　
　
　

視
察
来
町

７
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

９
日　

議
会
運
営
委
員
会

14
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

20
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

21
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

22
日　

予
算
特
別
委
員
会

23
日　

予
算
特
別
委
員
会

24
日　

予
算
特
別
委
員
会

27
日　

予
算
特
別
委
員
会

28
日　

予
算
特
別
委
員
会

３　
　
　

月

２
日　

予
算
特
別
委
員
会

３
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

６
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

７
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
チ
ー
ム

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

14
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

15
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

16
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

17
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

４　
　
　

月

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

本
会
議
（
臨
時
会
）

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

５
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

11
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

12
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

18
日　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

今
回
は
、
127
号
発
行
以
後
、
128
号
発

行
ま
で
の
活
動
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

議
会
活
動
日
誌

一　般　質　問
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住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
施
策
の
展
開
を

町
長　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る



町
民
と
の
会
議

傍
聴
記

　

平
成
28
年
に
第
50
回
を
迎

え
た
「
葉
山
町
文
化
祭
」
は
、

昭
和
42
年
に
第
１
回
、
起
源

と
な
る
「
音
楽
祭
」
は
昭
和

29
年
と
、
と
て
も
歴
史
の
あ

る
祭
典
で
す
。
葉
山
町
文
化

協
会
は
、
現
在
20
団
体
、
会

員
数
685
人
、
指
導
者
77
人
の

方
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
17
日
、
教
育
民
生
常

任
委
員
会
と
し
て
、
各
所
属

団
体
の
代
表
の
方
か
ら
活
動

内
容
や
今
後
の
発
展
へ
の
想

い
を
う
か
が
い
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
「
福
祉
文
化
会

館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
所
作

台
（
日
本
舞
踊
な
ど
上
演
時

に
舞
台
上
に
敷
き
、
足
す
べ

り
や
足
拍
子
が
響
く
よ
う
に

使
用
す
る
木
製
の
台
）
に
カ

ビ
が
生
え
て
し
ま
っ
た
」

　

２
月
４
日
、
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー
会
議
室
に
て
「
犯
罪

を
犯
し
た
議
員
に
対
す
る
議

会
と
し
て
の
対
応
」
を
テ
ー

マ
に
、
山
梨
学
院
大
学
法
学

部　

江
藤
俊
明
教
授
の
基
調

講
演
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
「
二
度
と

こ
の
よ
う
な
議
員
を
登
場
さ

せ
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
罪
を

犯
し
た
議
員
に
対
し
て
議
会

対
応
と
し
て
現
行
法
体
系
の

壁
を
把
握
し
、
そ
れ
を
少
し

で
も
是
正
さ
せ
る
た
め
の
連

続
的
措
置
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
従
来
か
ら
実
践

し
て
き
た
議
会
改
革
を
今
回

の
事
件
に
応
用
し
、
条
例
体

系
の
整
備
、
議
会
改
革
の
政

治
倫
理
へ
の
連
動
、
選
挙
の

際
の
明
言
、
住
民
と
考
え
る
、

議
会
か
ら
法
律
改
正
の
提
案
、

と
い
っ
た
葉
山
モ
デ
ル
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し

て
「
今
回
の
信
じ
ら
れ
な
い

事
態
を
、
今
後
の
住
民
自
治

の
推
進
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

　

も
っ
と
多
く
の
人
が
傍

聴
に
来
た
ら
、
と
思
い
ま

す
。
答
弁
者
の
様
子
に
思

わ
ず
、
良
し
悪
し
の
面
、

お
顔
が
見
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

議
会
事
務
局
は
と
て
も

親
切
に
対
応
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

 

Ａ
さ
ん　

長
柄
在
住

　

町
政
に
批
判
や
要
求
を

す
る
の
は
よ
い
と
思
い
ま

す
が
、
議
員
自
身
も
建
設

的
意
見
や
施
策
を
も
っ
と

も
っ
と
提
案
さ
れ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。

　

質
問
の
議
員
の
顔
が
ス

ク
リ
ー
ン
に
写
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
良
い
と
思
い

ま
す
が
、
傍
聴
席
か
ら
は

全
く
見
え
な
い
。
他
の
議

員
の
方
々
の
姿
も
見
た
い

と
思
っ
て
い
る
傍
聴
人
も

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
壇
上
の
机
の

背
？
前
？
に
ミ
ラ
ー
を
取

り
付
け
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　

議
場
で
の
声
が
反
響
し

て
聴
き
づ
ら
い
で
す
。
マ

イ
ク
が
据
え
付
け
な
の
で

原
稿
を
読
む
時
、
特
に
声

が
届
き
ま
せ
ん
。
ワ
イ
ヤ

レ
ス
マ
イ
ク
を
使
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。

 

Ｂ
さ
ん　

長
柄
在
住

「
福
祉
文
化
会
館
大
会
議

室
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
古

い
」
と
い
う
ご
意
見
が
あ

り
、
担
当
部
局
と
共
に
現

状
の
傷
、
汚
れ
等
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

ご
意
見
す
べ
て
に
対
応
、

ま
た
解
決
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
委
員

会
等
を
通
じ
関
係
部
署
に

対
応
を
求
め
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

葉
山
町
文
化
協
会
と
の
意
見
交
換
会

ほ
し
い
」
と
、
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
皆

さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
に
、

法
律
の
観
点
か
ら
は
江
藤

教
授
が
、
議
会
と
し
て
の

動
き
は
議
長
か
ら
お
答
え

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
ご
意
見
を
参
考

に
し
て
条
例
改
正
等
に
着

手
し
、
議
会
改
革
に
邁
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
再
発
防
止
の
要

望
に
応
え
て
、
県
内
各
町

村
議
会
に
対
し
国
へ
「
公

職
選
挙
法
の
改
正
を
求
め

る
意
見
書
」
を
提
出
す
る

こ
と
を
要
請
し
、
４
月
24

日
に
は
「
公
職
選
挙
法
改

正
を
求
め
る
」
要
望
書
を

総
務
大
臣
、
県
下
選
出
の

衆
・
参
両
院
議
員
に
要
請

行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
裁
判
資
料
や
捜

査
関
係
資
料
に
つ
い
て
は

閲
覧
で
き
な
い
と
の
こ
と

で
断
念
し
た
こ
と
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

町民との会議
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表
紙
説
明

人
事
異
動

　

今
年
の
春
は
、
温

か
さ
の
次
に
真
冬
の

よ
う
な
冷
た
い
雨
が

き
た
り
、
花
も
木
も

人
も
、
戸
惑
う
ば
か

り
。

　

春
に
は
、
桜
・

桃
・
ミ
モ
ザ
が
次
々

に
庭
を
彩
っ
て
い
き

ま
す
。
よ
う
や
く
咲

き
そ
ろ
っ
た
白
木
蓮

で
す
。
花
言
葉
は

「
気
高
さ
」「
自
然
へ

の
愛
」
な
ど
。
満
開

の
こ
ろ
に
は
、
甘
い

香
り
が
漂
い
ま
す
。

花
に
隠
れ
て
ウ
グ
イ

ス
が
鳴
き
方
の
練
習

を
始
め
る
と
、
春
の

訪
れ
を
感
じ
ま
す
。

　

花
が
終
わ
る
と
、

次
は
美
し
い
新
緑
の

季
節
に
移
ろ
っ
て
い

き
ま
す
。

新
議
会
事
務
局
長

前
議
会
事
務
局
長

議会交際費支出状況
（平成28年10月～平成29年 3 月）
内訳は次のとおりです。

(詳しくは議会ホームページをご覧ください)

種別 件数 金額（円）

慶 祝 金 2 10,400

弔 慰 金 6 68,200

見 舞 金 0 0

会 費 9 60,000

接 遇 費 2 24,040

そ の 他 6 49,752

合 計 25 212,412

　

４
月
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
新
た
な
生
活
に
期
待

を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
か
ら
、
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
少
な
い
と
感
じ

る
日
々
の
生
活
に
幸
せ
を
分

け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
と
日
本
の
あ
り
方
に

目
を
向
け
る
と
、
米
大
統
領

と
日
米
関
係
、
原
発
再
稼
働

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
子
ど

も
の
貧
困
…
、
問
題
は
上
げ

き
れ
ず
、
す
ぐ
に
答
え
が
出

せ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

葉
山
町
に
身
を
置
く
と
、
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
す
。
で
す
が
、

動
か
な
け
れ
ば
こ
の
環
境
も

子
ど
も
の
笑
顔
も
守
っ
て
い

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
町

議　

長 

近
藤　

昇
一

議
会
広
報
常
任
委
員
会

窪
田　

美
樹　

石
岡　

実
成

横
山
す
み
子　

鈴
木　

道
子

飯
山　

直
樹　

山
田　

由
美

畑
中
由
喜
子　

待
寺　

真
司

笠
原　

俊
一

平成29年第２回定例会は
６月15日（木）
からの予定です。

皆様の傍聴をお待ちしています。

議会の最新情報は
ホームページを
ご覧ください

田丸　良一田丸　良一
（前財政課長）（前財政課長）

よろしくお願いしますよろしくお願いします

矢嶋　秀明矢嶋　秀明
（退　職）（退　職）

お世話になりましたお世話になりました

このメンバーで２年間編集に携わりましたこのメンバーで２年間編集に携わりました

民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
掲
げ
る
葉
山
町
。
高
齢
化

率
30
％
を
超
え
、
担
い
手
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
、
高
齢
者
も
笑
顔

あ
ふ
れ
る
日
々
を
送
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
５
日
記　

窪
田
美
樹
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